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〈横山〉ただいまから「2006年度スポーツ政策
シンポジウム」を開会致します。私は、本日の
コーディネーターを務めます同志社大学の横山
勝彦と申します。よろしくお願い致します。開
会に先立ちまして総合政策科学研究科長の新川
達郎先生よりご挨拶がございます。

〈新川〉皆さん、こんにちは。本日は同志社大
学大学院総合政策科学研究科及び朝日新聞社共
催によりますスポーツ政策シンポジウムにお集
まりいただきまして本当にありがとうございま
す。合わせて日本ラグビーフットボール協会長、
元総理森喜朗先生にもご臨席賜り、ご講演をい
ただくこと、また本日、登壇をいただきます平
尾誠二さん、林敏之さん、大八木淳史さん、そ
して私どものメンバー真山達志、横山勝彦両先
生を含めまして改めて御礼を申し上げます。こ
のスポーツ政策シンポジウム、毎年この時期に
開かせていただき、話題性もあって多くの方に
ご注目をいただいております。今日はたくさん
の方にお出でをいただき本当にありがたく存じ
ます。私どもは日本社会の中にこれからスポー
ツ文化が根づいていくように、それを地域から
組み立てていくという考えでスポーツ政策シン
ポジウムをやってまいりました。しかし、もう
一方では今日のテーマにございますように、ラ
グビーワールドカップのような世界的なイベン
トが行われること、そしてそれがまた一方では
社会の中にスポーツを定着させるすそ野を広げ
ていく大きな役割を果たす、そんなふうに考え
ておりまして今回の企画をさせていただきまし
た。これからの豊かな社会を考えていく時、ス
ポーツ文化が定着して多くの方がスポーツに
親しんでいく、そういう社会がこの日本でも実
現されていかなければならないと思っておりま

す。多くの人材をこの同志社からも輩出してい
きたいと思っております。これからのスポーツ
文化を発展させ、社会に定着していく機会とし
て、今日のスポーツ政策シンポジウムを位置づ
けていただければ幸いであります。存分にお楽
しみをいただき、このシンポジウムから多くの
ことをくみ取っていただければと願っておりま
す。本日は本当にありがとうございました。

〈横山〉それでは、次に、私の方から趣旨の説
明と登壇いただく先生方をご紹介させていただ
きます。先頃、サッカーワールドカップがあり
ましたり、今年はバスケットボール、バレーボー
ル、その前は柔道、来年は世界陸上大阪大会と
いうことで、スポーツのビッグイベントが日本
で開催されたり、されようとしているわけです。
森先生も関係されておられるオリンピック誘致
ということも昨今の新聞を賑わしており、皆さ
んの記憶にも新しいかと思います。スポーツは
夢とか希望を我々に与えてくれるもの、活力を
与えてくれる歓迎すべきムードだということで
すが、一面では、この財政難に何を言っている
のだとか、盛り上げるためにメディアが過剰な
演出をすることから嫌悪感を抱く人、あるいは
関係者だけで盛り上がっているのではないかと
冷めた見方をされる向きもあるかと思います。
そこで2015年、ワールドカップを招致しようと
いうラグビーを題材に、今一度、我々が住んで
いる生活空間である地域にスポーツイベントが
何をもたらしてくれるかという原点に立って考
えてみようというのが、このシンポジウムの狙
いであります。
　ご多忙な中、ご迷惑なお願いにもかかわらず、
ご快諾いただきましてお見えいただきました森
喜朗先生でございます。森先生はラグビー協会

「ラグビーワールドカップ招致を考える
―国際スポーツイベントと地域振興―」
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会長、日本体育協会会長でもあられます。そう
いうお立場から「国際スポーツイベント招致の
意義」についてご講演いただく予定でございま
す。
　次にキーノートレクチャー１としてご登壇い
ただく、神戸製鋼ラグビー部ジェネラルマネ
ジャーの平尾誠二さんです。平尾さんは元ジャ
パン監督というご経験も踏まえた上で、「なぜ
日本でラグビーワールドカップなのか？」とい
う原点に立ったテーマでお話していただきま
す。
　キーノートレクチャー２としてお話しいただ
く、神鋼ヒューマンクリエイトの林敏之さんで
す。林さんには13年もの間、ラグビー日本代表
を務められたというご経験から、その経験を踏
まえて「ラグビーワールドカップとは？」とい
うテーマで熱き思いを皆さんにぶつけていただ
きます。
　キーノートレクチャー３は、神戸製鋼ラグ
ビー部アドバイザーの大八木淳史さんです。今、
大学院で「スポーツと青少年育成」というテー
マに取り組んでおられます。「ラグビーがワー
ルドカップに波及効果はあるのか？」という
テーマで、地域や青少年に与える影響というこ
とについてお話していただきます。
　キーノートレクチャー４は、同志社大学大学
院総合政策科学研究科教授の真山達志先生で
す。真山先生からは、３人からのラグビーワー
ルドカップや、スポーツに対する夢・希望が地
域形成、地域の活性化になるかということで、
ご専門の地方自治、行政学のお立場からお話し
ていただきます。「地域社会形成にスポーツは
有効なのか？」というテーマです。
　講演の後、キーノートレクチャー、そしてク
ロストーク、最後に皆さんとの質疑応答と進め
てまいりたいと思います。
　実り多いシンポジウムとなりますよう、皆さ
んのご協力、よろしくお願いします。
　それでは森先生、よろしくお願い致します。

　国際スポーツイベント招致の意義
　　　森喜朗（衆議院議員〔元内閣総理大臣〕、
　　　　日本ラグビーフットボール協会会長、
　　　　日本体育協会会長）

　こんにちは。森喜朗です。今日は、国会議員

の立場を離れまして、ラグビー協会会長として、
2011年ワールドカップ招致に一敗地にまみれま
して、その反省も含めて2015年に挑戦を新たに
するわけですが、多くの問題がたくさんありま
すので、その反省も含めながら少しお話をさせ
ていただきたいと思います。
　その前に、同志社大学に招かれたことは誠に
光栄なことであります。高等学校は私は金沢で
ございました。生まれは小松市のすぐ隣にあり
ます、今は合併でなくなりましたが根上という
町なんです。大変有名な町です。ほんとなんで
すよ。それは総理大臣が出たからではなく、松
井の生まれた町なんです。私の家から500 ～
600メートル先のところにいて、小学校の後輩
にもあたるわけです。根上町の町長が実は私の
父親なんです。昭和８年、早稲田でラグビーを
やっておりました。昭和12年、支那事変が勃
発しました時には親父は戦地にいっておりまし
た。私は盧橋溝事件の１週間後７月14日に生ま
れたわけです。親父は長男をなんとかつくって
おきたいと、あの頃の若者は日本のために死ぬ
のだと思っていましたから、種付けだけちゃん
として行ったんだと思っております。私の幼児
期、下駄箱の上に革のグローブがありました。
当時は珍しかったと思います。もう一つは革で
くしゃくしゃになったものがあって、これはな
んだろうと思って聞いたらラグビーのボール
だ、と。ラグビーってなんだということは全然
知らなかった。親父が戦争から帰ってからラグ
ビーというのはどういうものか、わかってきた
わけですけど。その頃からラグビーに縁があり
ましてね。小学校５年生の時、昭和23年、当時
は未だ食糧事情が悪くて、今は大学は菅平とか
夕張とかいいところで合宿していますけどね、
当時は食べるものがまずなかったから、私の田
舎に早稲田のラグビー部が私の親父を慕ってき
たわけです。１ヵ月くらいいたでしょうか。50

～ 60人くらいの若者たちが、若者といってもば
らばらでしたね、戦争に行っていた連中でした
から。その連中が私の小学校でラグビーをする
のを見ておってね、だんだん憧れたんですね。
俺もやりたいな、と。そのうちに金沢で紅白試
合、オープンゲームで早慶戦がありまして、そ
れを見たらますますラグビーをやりたくなりま
した。それが私がラグビーに入った動機でもあ
るわけです。
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　結構、高等学校の時はうまかったんですよ。
今、大八木さんから「何のポジションされてい
ました？」と聞かれるから、「俺、10番でスタ
ンドオフだった」、「ほんとですか？」って言う
んですけど（笑い）。大体、外国の首脳たちに
会いますと「お前は何番だった？」と聞かれる
んですが、私が「ナンバー 10だ」と言うと「ふん」
という顔しますけどね（笑い）。その頃はスリ
ムでね、平尾さんほどくらいだったかもしれな
いな（笑い）。特に身体が柔らかくてフェイン
トモーションなんて得意で、ちゃんと石川県で
は最もトライをするスタンドオフでもあったわ
けです。卒業は昭和31年です。その頃は大学か
ら「ぜひ受けなさい」と勧誘を受けまして、同
志社大学からも来たんですよ。ほおっと言うけ
ど、ほんとですよ（笑い）。だけど皆から言わ
れたんです、「同やんと、立教はやめた方がえ
え」（笑い）。「なんで？」と言うと「横文字が
うるさいよ」なんて言われましてね。ここまで
来ましたけどね、来て、結局、試験を受けずに
帰ったんですよ。それともう一つは先輩がいな
かった。先輩が呼んでくれ、先輩がいろいろ世
話をしてくれると受験がしやすいですけど。憧
れの同志社大学に入れませんで、こうして半世
紀たって同志社大学の大学院で講義ができると
いう、これは勉強したってそんなことはできな
かったと思うので、ラグビーやったからできる
わけですからね、こんな名誉なことはございま
せん。１時間ほどほしいんですけどね、30分と
いうことですから（笑い）。私は今日は先の約
束で福井県敦賀に行かないといけませんので。
　今日のテーマに合致するかどうかわかりませ
んが、いくつかの話をします。専門家の皆さん
に繙いていただいて、それぞれのお考えを示し
ていただければと思います。11月４日、日本ラ
グビー協会は創立80周年の式典を行いました。
その席上で皆さんのご意向もございまして、引
き続き「2015年のワールドカップ招致を日本協
会として宣言をしろ」というのが皆さんの意見
でございました。私は2011年の招致に失敗した
責任者でありますのでね、「私がやることが、
いいのかどうかな」ということが一つあったの
と、もう一つは「ほんとに強いのかね」という
ことになるんですよ、日本のラグビーは。これ
IRB（International Rugby Board）、国際ラグビー
連盟の皆さんとディスカッションをやるとね、

皆、日本を別にいじめたいと思っているわけ
じゃない。「日本でやって入るの？人が」。必ず
こうなるんですね。それは日本が相手にしてい
るどこかの国との試合には来るでしょう。しか
し約２ヵ月にわたって全国各地でやらなきゃな
らんわけです。その時に第三国同士の試合があ
る。それに「どれだけ日本の人たちが来てくれ
るのかね」ということが、IRBでは一番心配を
していたところでありますし、もう一つは「日
本が決勝リーグに残れなかったら、それで皆、
ダウンしちゃうんじゃないか。日本は最後の８
強に残るとか決勝リーグに入れれば日本人のラ
グビーファンも集まるだろうけど、その力があ
るのかどうかね」ということです。そういうこ
とをやっている矢先に「100何十対０で負けた」
とか「90何対０で負けた」というニュースばか
り出てくるとね、「大丈夫、日本は？」と、こ
う言われましてね。その点がどうなのかな、と。
来年のフランスでのワールドカップがあるわけ
ですから、そこでの日本の勝敗の数はともかく、
世界の国と、ラグビー先進国という国々とどこ
まで戦えるだろうかという、そのへんの様子を
見てから正式に表明をした方がいいのかという
思いで、私はいたんです。しかし皆さんのお気
持ちは「80周年記念にぜひやれ」ということで
ございますから、一応名乗りを上げ、我が協会
の河野一郎さんという理事は筑波大学の先生で
すが、たまたま今回、東京オリンピック招致の
事務総長に就任されましたので、しょっちゅう
世界に出ていかれる。そんなことでそれぞれの
国のラグビー関係者とも日本招致の話し合い
を、ある程度、事前にできるということもござ
いまして今回の招致を決めたわけです。
　招致をする、ワールドカップを開くというこ
とには目的が二つあると思っています。一つは

「我が国のラグビーが全体的に向上する」とい
うこと。これは技術的にもそうですし、人気の
面でもそうだと思います。なぜかと言うと、意
外なんですが、日本のラグビー人口は約13万人
です。これは世界でも１番目か２番目になるん
ですよ。これだけラグビー人口の多い国はない
んですよね。これはイングランドやウェールズ
などどこから見てもそうなんですよ、フランス
にしても。ラグビーチームは大学はもちろん、
トップリーグから子どもたちに至るまで公式に
協会で認めているラグビーチーム数だけでも世
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界で３番目に多いんです。ある意味では日本は
ラグビー王国なんですね。しかも協会が80周年
ですし、ラグビーを日本に取り入れてからすで
に110年たっていますから大変なラグビーの伝
統国だというふうに申し上げてもいいわけで
す。
　ただもう一つは、「もっと強くなければなら
ない」ということですね。サッカーだと３対１、
４対１でも、そんなに差が開いたとは思わない
んですが、ラグビーはこれに７掛けをしますか
ら４×７、28対５なんていくと「えらい、負け
たのやな」と、こうなるんですね。これはラグ
ビーが得点がトライで５点、ゴールして７点と
なりますから、だんだん広がっていくわけです
ね。だから80対30とか、95対45というスコアが
出ると、えらい、負けたような感じがしますが、
中身はそうでもないんですね。そういうことも
あって、しかしそれは単なる言い逃れにすぎな
いわけで、なんとしても日本のラグビーを強く
するということ、ラグビー全体の存在感を向上
させていくことが招致の理由の最大のものだろ
うと思うんです。
　さあ、ここですが、大八木さんや林さん、私
なども体格的にはいいんですけども、平尾さん
は体格的にラガーの身体ではなく、知恵と勘で
やっておられる（笑い）。知恵と勘だけで勝て
るのかどうか、ここがラグビーの面白みなんで
すね。身体の大きいもの同士がぶつかっていく。
トンガの連中とかフィジーもそうですが、経済
的に必ずしも恵まれた国ではないが、ラグビー
だけは強いですね。石川県の高校のお父さん、
お母さんたちと会ったら、私に文句を言うんで
すよ。石川県に日本航空学園の第二高校が進出
した。なぜ石川県に行ったか。能登空港という
飛行場ができて飛行場が空いたきりなんで、そ
こで航空学園は山梨にある滑走路はたいしたも
のではないので、能登空港を使わせてもらいた
いということで第二高校を持っていったんです
よ。もう一つの理由は山梨では日川高校が強く
て、なかなか日本航空学院は花園に出られない。
野球は甲子園に出ているんですね。ラグビーは
どうしても出られないので、石川に行けば石川
は弱いから出られるだろうという、そのへんの
算段もあって、ついに航空学園は去年から花園
入りで、今年もまた花園に出ますが、今年はも
のすごく強いんです。なぜ強いか。トンガの留

学生が２、３人入っているわけです。そうする
とね、まだ心身ともに発達していない18歳、17

歳の子どもたちにとってトンガの留学生はとん
でもなく大きいでしょう。どうしても勝てない。
留学生は２人出せるのですね。それは大きいで
すよ。私が見てもびっくりするくらいです。大
八木さんが幼稚園児と戦っている感じですよ。
お母さんたちから「あれ、不公平ですよ。あん
な大きな人が入ったら困るんです」、「そうは言
いなさんな。これからの国際化社会にはそうい
う国境というのはなくなるのだから、そんなこ
とを言っていちゃだめだよ」と言って慰めては
いるものの、何か可哀相な気分もするんですね。
去年だったと思いますが、大学選手権で優勝し
た早稲田とトヨタがやった、ものすごく壮絶な
戦い。なんとか大学は社会人に勝ちたいという
思いがあって、20年か前に東芝を倒して以来で
すよ。ところがトヨタはその時になると必ず外
国人を入れるんですね。私は「おかしいぞ。早
稲田に外国人いないんだから、トヨタは兄貴な
んだから外国人を外せよ」と、こう言うんです
けど、トヨタは「新幹線１両に皆、のっけて名
古屋から来るんだから負けるわけにいかないん
だよ」と。そういう体力差というもの、むしろ
体格差でしょうね。これをこれからどうクリア
していくか。大八木さん、平尾さん、林さんの
テーマですから、後でやってください、やれる
のかどうか。
　僕は相撲の世界で言うんです。曙が出たり、
高見山の頃ですね。なかなか勝てない、身体で。
今、頑張っている安馬、舞ノ海、時々、奇襲でバー
ンと、でっかいのを引っ繰り返しますね。15日
間、その手は食わないですね。まあ２つ、３つ
はバンと飛び上がったり、やってたでしょう。
15日間全部やれるわけではない。相手も見てい
ますから。あのクラスの身体の軽量の力士は大
体、うまくいって８勝７敗、うまくいって９勝
６敗、７勝８敗と下がっていく。下の方に来る
とまた上がっていく。なかなか三役力士になれ
ない、軽量級は。しかし一試合くらい勝てると
いう。柔道や相撲はそれでいけると思うんです
ね。しかしラグビーは15日間、走り回ってない
といけない感じですから、奇手を使ったり、奇
襲戦法を使ってやれるのも、せいぜい10分、15

分はやれるが、40分ハーフ、ずっとそれでやれ
るかというと、日本の選手の体力差、体格差と
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いうのは絶対難しい問題を抱えているような気
がするんです。
　最近、オーストラリアとニュージーランドと
かが心配してくれてね、選手の総重量制、「15

人のトータル体重をイーブンにしよう」。これ
はほんとなんですよ。そういう話はあるんです、
どういうふうにできるかわかりませんが。そう
しなかったら日本に芽はないという日本に対す
る好意的な方たちのお考えなので、まあ、なん
となく恥ずかしい思いもするけれども、「悪く
はねぇな」という感じは正直言ってするんです
ね（笑い）。こういうことが「いやいや、それは」
となれば、また３方のテーマとして、ぜひ考え
てもらいたいと思うんです。これは日本の招致
を進める一つの理由です。
　もう一つの理由は格好よく言いますよ、「ラ
グビーのグローバル化」なんです。ラグビーを
世界のスポーツにしなきゃいけないということ
です。「ラグビーは世界のスポーツじゃないの
かね」と言うと、そうではないでしょう。ヨー
ロッパからオセアニアと日本くらいで、最近は
アメリカもロシアも韓国も出てきていますね。
中南米で言えばアルゼンチンなどもあります。
しかしほんとに世界全体のスポーツなのかねと
言うと、何かヨーロッパで旧大英帝国の領域
の中に抱えられている、これはラグビーの伝統
から言っても、そういう傾向が非常に強いです
ね。これをどうクリアして、ほんとに世界のス
ポーツにするのか。世界のスポーツにするため
に日本はその先兵になるということだと思いま
す。これは世界の多くの人たちも「ヨーロッパ
から外して、豪州とかニュージーランドから外
して新しい地で、新しい国でラグビーのワール
ドカップをやるなら日本だね」というのは、大
方の皆さんのお気持ちで、これは先輩たちが作
りあげてくれた日本ラグビーの歴史の重さとい
うことが言えるのではないかと思っています。
　今日からアジアの７人制のラグビーがありま
す。今日はリーグ戦で予選から始まるわけです。
おそらくそれでもざっと12 ヵ国入っています。
インドもカタールもタイも。中国、台北、香港、
韓国、日本、その顔ぶれでいけば、まずよほど
のことがない限り日本は勝つだろう、決勝リー
グに行くだろうと思っておりますけども、そう
いうアジア全体に対して兄貴格として、アジア
の国々の技術を向上させ、そういう国々に対し

ても日本も責任を持って、ラグビーのリーダー
的なカントリーになっていくこと、これも大事
な日本の役割で、それが世界から評価されてい
くことになるのだろうと思います。
　したがって今、申し上げた２つの点で、ワー
ルドカップを、ぜひ日本に招致するということ
は、これは決して不可能なことでもないし、ま
たラグビーというものを国際的な大きなイベン
トスポーツとしていくために、日本がまず先兵
になって頑張らなければならないという意義が
あるということを、ご理解をいただければと思
うんです。
　そこで今度は反省もしなければなりません。
2011年は残念ながら日本は破れました。公式に
は何票負けたか出されておりませんけれども、
実は２票負けたんです。11対９だったんです。
日本やフランスやイタリーやアルゼンチンは１
票しか投票権はないんです。ところがイングラ
ンド、オーストラリア、ニュージーランドは２
票持っているんです。おかしいでしょう、民
主主義の国で。国連だってそんなことはない。
IRBの会長に言ったんですよ。「大きなロシアや
中国だって１票で、小さな、小さな日本だって
１票で、そんなおかしなルールがこの世の中で
平気で通っているのはおかしい」、と。しかも
イギリスはイングランドだけではないんです。
スコットランド、ウェールズとあるんです。皆、
２票ずつ持っている。仲は悪いけどアイルラン
ドも入る。アイルランドもラグビーの試合の時
は大変ですけど、昔は500年ほどイギリスに制
覇されていましたから今でも歴史的には面白く
ないんでしょうが、いざ大英帝国の問題になる
と皆、賛成する。イギリスの４つの地域だけで、
スコットランド、イングランド、ウェールズ、
アイルランドを入れると８票になる。そうで
しょ、合わないんです、なんぼ頑張っても。こ
ういう矛盾をどうするかということで、我々は

「日本のラグビーは世界をグローバル化させる
んだ」という大きな目標で一生懸命ネゴシエー
ションをやっていたわけです。ところがこれは
どうしたことなのか、いつもは理事が20人くら
いですから挙手で決めるんですよ、「賛成の方」、
と。去年だけ投票なんですよ。つまり日本にい
いことを言ってきているから、「いや、日本で
すね、今度は」、と（笑い）。皆、言ってくれて
いるんですよ。「日本、と手を上げたいけど、
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周りにまずいな」という、そういうこともあっ
たんでしょうかね。日本に何の断りもなく、理
事たちだけで勝手に決めて、日本の理事の発言
力が弱かった点もあり、しかし、いつもは挙手
で決めるものを、去年だけは投票箱に入れた。
しかも数字を見せないという、まさに非民主的
独裁国家でもやりそうなことを彼らはやったわ
けです。最初、３つ名前が出ておりましたが、
南アが４票しかなくて降りたわけです。残った
２つの国でやったわけです。その結果が、予想
ですが、２票の差で負けた。イングランドも「日
本」だったと僕は信じています。イングランド
の会長と話をして。フランスもいいことを言っ
ていましたが、どうも２票を１票ずつ分けたと
いう話です（笑い）。こういうのを分析してい
きますと、「ちょっと惜しかったな」、と。僕ら
はウェールズをマークしていたんですけど、こ
れはこれから今日のテーマに合致するものだな
と思いますが、ウェールズを何とか口説こうと
思いまして一生懸命口説いたんですが、最終的
には負けました。金の力で負けました。なんで
ニュージーランドと日本で金の差があるのか
と、皆、不思議に思うでしょ。この謎解きはこ
の後でします。興味を持って聞いてもらいたい
んですね。
　そんなこともございまして我が国は残念なが
ら破れたわけですが、もう一つ、これは我々の
政治の分野にかかわることでありまして、「国
家保障」という問題が最近出てきたんです。こ
れはラグビーだけじゃないんです。スポーツイ
ベントを国際大会をその国でやりますと「国が
保障をしろ」ということなんです。つまりIRB

国際ラグビー連盟にいくばくかの金をちゃんと
入れてくださいよと言う。かなりのもんですよ。
言わない方がいいかな。ざっと100億円です。
ざっと100億円近いお金を日本の協会がIRB国際
連盟に対して、ちゃんと入れますよと約束しな
いといけない。それが入れられなかったら国が
面倒みるんですね、それが「国家保障」なんです。
国が国の税金でちゃんと穴埋めします、と。こ
れは日本の政府は聞きませんね。ここがね、ポ
イントなんです。他の国は全部、国家保障をや
るんです。日本はやらないんです。やれないん
ですね。役人のカチカチ頭もあるかもしれませ
んが、まだ日本の政治家全体が「スポーツに税
金を出していいのかね」ということに、与野党

ともども、いろんな意見があると思います。こ
こは難しい。
　私には体育協会会長という立場もございま
す。ワールドカップラグビーの３、４ヵ月前に
モントリオールで世界水泳大会を決定するイベ
ントがあったんです。日本は横浜市が手を挙げ
た。イタリーはローマ市が挙げた。ローマと横
浜の最後の争いになったんです。我が方は国会
もあってスポーツ担当の文部科学大臣が出られ
るわけでもない。総理も出られない。私が体育
協会会長も兼ねて水泳連盟から出てほしいと言
われて出たんです。ところがイタリーは現職の
スポーツ担当大臣が入ってきます。そこで演説
する。担当大臣は「我が国政府の責任において」
とやるわけでしょ。皆、「ほお」と思うね。そ
れでは「日本のスピーカー、森」と言われても、
私は「日本国政府においてやる」とは言いきれ
ないですね、責任が伴いますから。「我が国は
国のお金は今、出せないが、それくらいのお金
はちゃんと用意できます」。実は用意してあっ
たんです、あるテレビ会社が出す、と。それは
40億円ですよ。それを言ったけれども、だめな
んですね。皆の気持ちは国が出す方に傾いちゃ
う。たった１票差でローマに横浜は負けたんで
す。
　時を同じくして、その直後にロンドンの2012

年オリンピックが決まりましたね。あれも最後
の決定的なところに何があったか。誰もがパリ
だと思っていました。パリ、モスクワ、ニュー
ヨーク。大都市全部が出て、最後にロンドンが
取ったのは、投票の直前にブレア首相が来て大
演説したじゃないですか。これで負けちゃった
んですね。イギリスの首相が来たんですから。

「首相がだめだったらエリザベス女王陛下を出
すか」なんてまで、イギリスは言ってたと言う
んですから（笑い）。国を上げて取ることにメ
リットがあると国が判断している。日本もそう
なればメリットがあることはわかっても、「国
の税金を出していいんでしょうかね」というこ
とがある。日本の今の経済力や日本の民間の力
を借りれば、仮に100億円程度を出せと言って
も、それくらいの金は作れると思うんです。そ
れはなぜか。電通はサッカー協会と契約してい
ます。１年間、来年の契約をしたのを見ている
と、なんと2,000億円でしょ。サッカー協会は意
気軒昂ですから、今。2,000億円の金で契約を
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して電通はそれだけのお金を出しても商売にな
る、と。ラグビーなんか年間電通との契約は、
恥ずかしいから言わないけど（笑い）。まだそ
れだけ認知度がないということです。
　こういう国家保障という問題がある。去年10

月、実に３回、当時、アイルランドのダブリン
を行ったり来たりしました。その時に小泉総理
にも会った。「すまんな。何とかならないかな」
と言いながらも、日本側のメッセージするビデ
オを作りかえして、小泉さんにもういっぺんや
り直してもらったんです。小泉さん、いいこと
を言ってくれました。国が保障するような、し
ないような言い方でしたけどね（笑い）。でも
残念ながら「国が保障する」という言葉がな
いということで、IRBの最高幹部たちは日本に
旗揚げをしなかった。じゃ、「ニュージーラン
ドがやれるの？」ということになってくるわけ
ですよ。日本とニュージーランドの経済指数を
比較したら比較にならないでしょう、言いにく
いけど。グラウンドも競技場もそんなにないで
しょう。７、８つも３～５万人が入れるハコを
作らないといけない。ニュージーランドは2011

年になる前のどこかで、ギブアップしてくるん
じゃないかという気も、しないでもないが、そ
の時、おこぼれ頂戴で日韓サッカーの共同開催
のようなことになるのかもしれませんね。そん
な余計なことは考えない方がいいですけど（笑
い）。
　もっと面白いのは南アフリカですよ。「ODA

もらっている国が、なんで100億円近い金を国
家保障できるんだい？」と言いたいわけです
よ。ところがそれだけ、国にとって、日本円で、
100億円近いメリットが国家にはあると判断し
ているわけです。そこの判断力の問題です。日
本は経済は豊かですから、貿易量も豊かですか
ら、「ワールドカップのスポーツで金を稼がな
くてもいいんだよ」という思いがあるんだろう
と思います、根底の頭の中に。ニュージーラン
ドにしても、そうした経済の面から、これから
の途上国ですから、そういう国から見れば、い
やいや、ラグビーのイベントを持ってくる、サッ
カーのイベントを持ってくる、その方のお金
が入る。国にとっては最高のプラスになると、
はっきり割り切っている国でもあるということ
です。電通の話をしましたけど、電通の事業の
大きな柱の一つはスポーツイベントをやること

なんですよ。スポーツイベントをやれば企業の
大きな収入になることは間違いないと見ておら
れるわけでありまして、「スポーツをお金儲け
にする材料にしていいのか」ということ、ここ
がラグビーのようなアマチュアリズムの非常に
強い競技団体から見ると、昔の先輩たちは「お
前らは、何をやっとんだ」と言ってお叱りをい
ただくような今の状況だということなんです。
そこまで精神的に「あくまでも金儲けはやらな
いんだ」と言う、金儲けではないが「プロ化は
しないんだ」ということをずっと言い続けてい
くことができるのか。しかし多くのラグビー
ファンが待望しているワールドカップを日本に
招致して皆に喜んでもらえるということは、ラ
グビー協会としても、ラグビー協会のラグビー
ファンに対する責任でもあるということになれ
ば、そのことに対しては躊躇してはいけないの
ではないかということも考えなければならない
と思うんです。
　いろいろ申し上げましたけど、我々にとっ
て昨年の「国家保障」の問題が最大の難関で
もありました。私はこの勝利はウェールズだな
と、ウェールズの２票をもらえれば我々は勝て
ると読んで一生懸命ウェールズを口説いてみま
した。そこでウェールズが出してきた話はね、

「ウェールズの協会のスポンサーになってくれ
ないか」ということでした。今日、新聞に面白
いニュースが出ていまして新幹線の中で読みま
した。今日は朝日新聞のご協力をいただいて恐
縮ですが、毎日新聞です（笑い）。毎日新聞の「余
録」で、「今日から国内競技場で始まるサッカー
クラブ世界一決定戦、クラブワールドカップは」
という記事です。今まではクラブチームの２つ
を選んだ「トヨタカップ」だったわけです。ずっ
とトヨタカップで来たのを、今度は「クラブワー
ルドカップ」となったのだそうです。日本での
初開催となった1981年２月、イベントに企業の
名を被せる冠大会の先駆けとなったのはトヨタ
カップなんだそうです。FC東京のホームグラウ
ンドは調布にあります「味の素スタジアム」な
んです。味の素の金を競技場の運営以上に出さ
せている。これと同じようなことが横浜にあり
ます、先頃、すばらしいサッカーの決勝戦をや
りました競技場です。あれは「日産スタジアム」。
そういう「横浜総合国際競技場」の正式名称に

「日産スタジアム」とつきますと、大会を主催
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する国際サッカー連盟（FIFA）はホームページ
に「日産」の文字を一切書かない。日本のどこ
でやったかを書かない。なぜかと言うとFIFAは
トヨタがメインスポンサーだから日産の名前は
書かない。こういう不合理な問題が出てきたり、
三洋電機が調子が悪いということで、これまで
19年間やってきたのは「三洋オールスター」だっ
たでしょ。これを降りた。来年からやらない。
こういうふうにスポンサーが降りちゃいますと
大会そのものを運営することが難しくなってく
ることもあるので、すべて企業におぶさる行き
方は正しいかどうかということもある。これも
今後の研究のテーマにしておいてください。
　そのような話が、今日の新聞を見ていて、あっ
と思って「そうだ、忘れていたことを思い出し
た」、と。ウェールズとやった時のことを。ウェー
ルズのグラウンドはごらんになったでしょ。す
ごいですね。日本では考えられないようなスタ
ジアムですよ。そのウェールズの球場を「レク
サススタジアムにしてくれ」と言うんですよ。
つまり世界に冠たるトヨタの「レクサススタジ
アムにしてくれ」、と。それを「ミスター森、
あなたがやってくれたら考える」と言うんです
よ（笑い）。これは大変な話ですが、これでや
れるのなら自分の懐がいらないからね、トヨタ
の金だから（笑い）。私は３回往復したんですよ、
10月中、トヨタに。金額は言えませんよ。なか
なか会社としても10年間、毎年、これだけの金
を出せ、と。それでまず電話でやってみたんで
すね。張さんが「それは森さん、電話では返事
できませんよ」ということになって、一旦、東
京に帰って奥田会長とも話をした。奥田会長も

「10年の契約はきついな」、と。「５年でどうだ
ろう。金額はきついから、こうならないか」と
か。いろいろあったけど、さすが奥田前経団連
会長ですね。「森さん、あなたに任せるからやっ
てみろよ」（笑い）。「あなた、取ったら後で考
えるよ」となりましたけど、税法上とかいろい
ろ難しい問題があるんだそうです。なんでもい
いからそこまで奥田さんの説明をもらったんだ
からと帰ってきて、かけあったんですけど、10

年ということにこだわるんです。無理もないん
でしょうね。冠の球場が変わっちゃいますとね。
ですから僕は言ったんです。「心配するな、ト
ヨタが折れなかったら次は日産にするから」（笑
い）。「後は東芝もあれば、神戸製鋼、サントリー

もあるし心配しなくていいよ」と言って交渉し
たんです。大分いいところまで来たんですが、
最後の夜、詰めた時、えらい向こうが冷たいん
ですね。よそよそしいんです。私の勘では「だ
めだな」と、諦めて、選挙やったらわかるんで
す、「こいつは入れてくれるか、入れてくれな
いか」（笑い）。なんか下を向いて、ぐじゅぐじゅ
言いだしたから。なんだろうと思って調べたら、
これは違反だと思うんだけどね。選挙ではあん
なこと絶対やっちゃいかんよな。ニュージーラ
ンドのオールブラックスを呼ぶんですよ、その
時期に。いつも来る季節とは違う時期に。必ず
IRBの了承を得て２国間のテストマッチをやる
ことになっている。それを早めて投票の前にや
る。ニュージーランドのオールブラックスが来
ると、あのウェールズの大球場があっという間
に７、８万詰まる。それはどこもそうです、イ
ングランドであれ、フランスであれ。ニュージー
ランドのオールブラックスは最高なんです。そ
の上がりの金を全部、その国にあげますという
やり方をするんです。ニュージーランド・オー
ルブラックスは別にいらないんですよ。痛くも
痒くもない。いい試合をすればいい。それで入っ
てきた収入を、ギャラをウェールズに協会に寄
付しましょう、と。あるいはイングランドの球
場に寄付しましょう。これではね、レクサスも
勝てないわね（笑い）。５年間の何億円、10年
間の何億円よりも、目の前の４億。４億円に当
然魅力はいきます。オールブラックスが行くと
それくらいの金になるんですから。結局それに
残念ながら負けたというのが、２票差だったな
と思っているわけです（笑い）。
　こういうスポンサー、冠、経済界の応援も得
なければ、こうした大きなイベントはできない
ということになりますが、もう一つ大きな広告
の媒体であります電通とか、今、スポーツイベ
ントは電通主力ですが、博報堂とか皆さんの
お力も借りなければならないということにもな
るんです。そういう「やらせ」的なものに、あ
まり頼りますと、本来のスポーツなのかどうな
のかというような疑問がかなり出てくるんです
ね。私は、ラグビーだけでなく体育協会の会長
ですから、いろんなスポーツイベントには行く
んですよ。この間、フジテレビの女子バレーを
見ていて「これ、スポーツかな？」と思いまし
た。ゴムのボールをバンバンバンとやるやつね。
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少なくとも相手国に対して全く敬意を払わない
ですね。試合前の国旗掲揚もなければ国歌の交
換もない。日本とブラジル、日本とどこかがやっ
ているわけですけど、応援団は日本だけしか応
援しないんですよ。一番前に若者がいて「ニッ
ポン、バババン、ニッポン、バババン」とやる
わけですよ、なんでもいいから。バレーボール
の役員に「あの人はなんなんですか。審判席の
横にいて」「いや、テレビ会社の下請けのヤラ
セ係だ」、と（笑い）。こういう人をおいては外
国に対して失礼この上ないですよ。ああいうこ
と、バスケットを見ていても、そう。最近６チャ
ンネル、関西では４チャンネルで世界大会をや
りましたね。あの時も同じことをやっている。
教育上から見ても相手国に対して礼を失する。
これは視聴率を上げるために、ただ「ニッポン、
ニッポン」とやる。
　記者さんいるかな、時々、私が失言が多いも
んだから（笑い）。ほんとの話をしないといか
んから、ほんとの話をするんですよ。この間、
世界バレーボール協会の総会が東京であったん
です。なんで総会を東京でやるのかわからんの
ですが、日本に来ると待遇がいいから来る。会
長以下、来る。そして世界バレーボール連盟か
ら功労者に対して勲章が出る。誰に出たと思い
ますか？誰がもらうんだろうと思った。会長は
サントリーの立木さんです。誰に出したと思い
ます、勲章を２つ。TBSとフジテレビですよ（笑
い）。結局、テレビ会社が金を作って、それを
バレーボール協会に入れる。世界の会長は大演
説しているわけですよ。「我がバレーボール協
会は他の競技と違って自己資金はたくさんあっ
て」と威張っていたね。威張っているから「な
んでなの」と聞いたら、「皆、うちの会社から持っ
ていった」、と。フジテレビとかTBSもそれを
取られることを覚悟の上でやっている。ここま
で来ちゃうとね、企業におぶさっていくスポー
ツの一体、意味は何なんだろうか。関西で言い
にくいことだけど、大阪にもそのような、あま
り礼を考えないプロボクサーがいますよね（笑
い）。子どもが見ていたらよくない。体重を計
る時にはお互いに選手がマナーで握手しないと
いけないのに「おんどりゃあ」、と（笑い）。こ
れはスポーツじゃない。スポーツは礼に始まっ
て礼に終わるということ、相手を尊敬するとこ
ろから日本の武道はあるわけでしょう、柔道も。

洋の東西を問わず、スポーツは皆、そうだと思
います。相手を尊敬し、相手を敬って試合をす
る。だからラグビーのように終わったら最後は
ノーサイド。皆、一緒になって裸になってやる。
これがラグビーの神髄でなければならない。ラ
グビーのみならず、スポーツの神髄でなければ
ならないと私は思っているんです。
　日本ラグビー協会の悩みと、どうやって日本
のスポーツを盛んにするかということに一生懸
命に取り組んでいるんです。日本の方も、型に
はまりすぎているなという感じは私自身、もっ
ているんです。早明戦を見ていて感じた。スタ
ンドオフかハーフだったか、ロングパスをやっ
た。２回とも成功しなかったですよね。ロング
パスでうまく速くウィングまで持っていこうと
いうことだったんでしょうけど、２回とも失敗
したのはボールが山なりだった。ボールを取る
時には相手が、パンと来る。２回とも失敗した
ら、やめるのかと思ったら、後半またやった。
今度はそれを狙っていましたから明治が、パー
ンとインターセクトして独走トライですよ。点
差が開いていたからいいけども、白熱の試合
だったら興ざめですよ。ああいう失敗を何回も
やるというのは、今の学生はせせこましい、もっ
とおおらかにやれないのかなと思う。あまりに
もフォーメーションにこだわりすぎていて、相
手を見て戦法を変えていくことができないの
か。ラグビーの場合、あまり監督は口を入れま
せんよね、選手自身の判断でチームリーダーが
やっていくことなんでしょうが。もう一つは平
尾さんや３人の方々で議論していただきたいん
ですが、ペナルティをとってタッチさせる。そ
れは有効ですよね、マイボールになるから、ラ
インアウトで。目の前あと５ヤードか３ヤード
の時、同じパターンを明治はやっていましたね。
自動的に後ろに下がっている。あんなことまで
しなきゃならんのか。なぜ明治はあれを表面で、
バンといかんのか、と。ラインアウトやると勢
いが止まっちゃう。せっかく押してきて、いい
ところまできて、苦し紛れに早稲田は反則をす
る。さあチャンスだ、その勢いで行かなきゃい
かんのに、ラインアウトに行ってまだ進む。そ
のラインアウトで必ずしも取れるという保障は
ない。フィフティ・フィフティですよ、見てい
ると。あんなことをして何回も繰り返して点数
を取ることに、もうちょっと臨機応変な戦略が
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立てられないのかと思うんだけど。最近の学生
が、どうも決められたことを何としてもやろう
とするのを見ておりますと、日本のラグビーは
もう一つ強くならない原因が、そこにあるよう
な気がするんです。
　日本のラグビー協会にとって、大きなテーマ
がいくつもございますけど、国際試合を見てい
るとアンダー 21とか高校生は世界でも強いです
よ。かなり強いです。大学も世界の国々と負け
てないです。大学も強い。毎年、ケンブリッジ
とオックスフォードが交互に来ます。最初の年
は２校一緒に来ました。来年も一緒に来ると思
います。これは読売新聞です。すみません、朝
日新聞には（笑い）。読売新聞でずっとやって
くれて来年で10回です。今年も同志社とやりま
したよね。同志社は勝ったのかな、負けたのか。
惜しかったね（笑い）。だけどほとんど差はな
いですよ。大学生たちのチームはかなりヨー
ロッパの先進国、豪州とも互角に戦える力はあ
る。そこで世界の大学のトーナメントをやった
らどうか。呼びかけてね。10 ヵ国とか12 ヵ国
に来てもらって日本で大学の国際大会をやる。
これなら８強には残れます（笑い）。そういう
ことも一つ、協会として考えてラグビーの盛り
上がりを図ってみたいなということでありま
す。
　もう一つはすでに作業が始まりましたが、今
のトップリーグ14、これをプロ化することに踏
み切れるかどうかということでしょうね。大学
までは何とか互角にやっているのに社会人に
入っちゃいますとグーンと外国の方が強くな
る。それは全部プロだからですね。日本は会社
に帰属していますから、神戸製鋼もサントリー
もNECも。NECと東芝の試合、神戸製鋼とトヨ
タの試合になると選手に迫力が出る。ところが
そこからピックアップされた日本代表になる
と、あの対抗試合の時のようなエネルギーが出
てこない。会社人間の真面目人間が多いから会
社のためなら命かけてやる。「日本代表は出ら
れてよかったね、怪我しないでやろうか」とい
うところがある。平尾コーチの責任でもあるの
だろうと思っているんですが（笑い）。そうい
うことを考えると、「プロ化」をはかることを
考えないと世界の強豪には対抗できないのでは
ないかということで、日本協会としてはトップ
リーグの14チームを、もっと面白く、技術をさ

らに向上できるラグビーに持っていこうと考え
ております。今日は大変いい機会でございます
から、いくつか問題点を出しておきましたので、
先生と３人の神戸製鋼の３人、日本協会にとっ
ても大事な方々であります。大八木さんは子ど
もたちに一生懸命タグラグビーを教えておられ
て痩せるような思い、あまり痩せておられない
のですが（笑い）。ぜひ、そういうお話を、この後、
皆さんでやっていただいて、大いにラグビーの
ファンをたくさん作って、ラグビーをさらに面
白いいいスポーツにすることにご協力をいただ
きますようお願い申し上げまして、私の最初の
基調講演の責任を、これで終えたいと思います。
ありがとうございました。

〈横山〉どうもありがとうございました。スポー
ツが抱えている、悩ましい問題を単刀直入にお
話いただきました。国家保障とお金の問題、そ
れと企業サポートとの関係、これを宿題として
いただきましたので、後で議論を進めたいと思
います。森先生にもう一度大きな拍手をお願い
いたします。

シンポジウム

〈横山〉それではキーノートレクチャーを始め
ます。４人の先生方にご講演をいただきます。
まず平尾誠二さんからお願いいたします。

　キーノートレクチャー１「なぜ、日本で
ラグビーワールドカップなのか？」

〈平尾〉皆さん、こんにちは。今日は後半のキー
ノートレクチャーを、林さん、大八木さん、私、
真山先生で進めていきたいと思います。僕の
テーマが「なぜ、日本でラグビーワールドカッ
プなのか？」。前半の森会長の話とほとんど重
なっていまして、森会長は際どい話をされてい
たのでドキドキして聞いていたんですが、これ
からどうしたら日本の招致活動が有利な状況に
なるのか。二つのテーマ、「日本のラグビーの
人気の向上」と「ラグビーのグローバル化」に
ついて、その中身について触れてみたいと思い
ます。
　「日本のラグビーの人気向上」についてです
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が、日本のラグビーの人気が少し低迷している
というふうに最近、言われています。サッカー
などの他のスポーツが、ある意味人気が上がっ
てくる中で、相対的にラグビーの人気が停滞気
味であるということだと思います。これに関し
てちょっと刺激的な起爆剤が必要であると、関
係者一同考えておりまして、それにはワールド
カップが一番起爆剤になるのではないかと思っ
て招致活動を展開していたということでござい
ます。ただ日本の競技力が問題になっていると
いうことの中で、代表チームの強化を同時並行
的にやっていかないといけないというのが大き
な課題であったわけです。日本の国際ランキン
グは18位なんです。やり方次第ではもう少し上
までいけるんじゃないかと思いまして、エディ・
ジョーンズというオーストラリアの監督をした
人が日本に来た時、彼曰く「10位まで日本は戦
えるぞ」、と。ランキング10位まで、うまくいっ
たら勝てるという彼の見解もありまして、それ
を目指しながら今後やっていかないといけない
ということではないかと思います。
　具体的にどういうふうに「強化」していくか。
代表チームが強くないと、いろんな意味で集客、
マーケティングを考えても、現実問題として難
しい話です。「昔の日本代表は強かったのに」
とよく言われます。僕なんかの経験から、そん
なに変わらないなと思っていて見てたりするん
です。確かに格差が出てきたという感じはしま
すが、極端に弱くなったのではないわけで、こ
れから策を講じないといけないということだと
思います。
　今、もっと日本代表チームをたくさん合宿さ
せるとかという話もあったりします。実は効果
はないなと思っています。それよりもトップ
リーグが、もっと活性化していって、日常的な
ゲームのレベルが高くならないと、いくら集め
たところで強くならない。トップリーグは４年
目に入っていますが、確かに少しずつ成果は出
てきていまして、韓国という格下のチームには
負けないんです。ちょっと前まで、いい勝負を
していた。ところが今はシャットアウトで50点
くらい入れるんです。これは５年前では考えら
れなかった。ちょっと日本の格下チームには格
差が出てきている。もう一つランクが上のチー
ム、８ヵ国から10 ヵ国との差が、ちょっと開い
てきている。格差が出てきています。ただし日

本は微妙に上のチームにうまくついていきなが
ら、ちょっと差は出てきつつも、ついていって
いるという状態ではないかと思います。それよ
り下のチームとはかなり格差が出てきている。
これはどういう影響か。トップリーグの影響だ
と思います。韓国がトップリーグのようなもの
をつくってくれば別ですが、今の状態であれば、
差はさらに開くな、と。トップリーグ等の大会
を活性化することが強化の近道ではないかとい
う気がしています。その中の延長線上で強化が
図れるのではないかと思っております。
　もう一つは「ルールが日本にとって有利なの
か？」という視点も重要です。日本の国際競技
で、昔、強かったものが今は弱くなってきた。
バレーボール、スキーのジャンプ、体操、柔
道。ルールに日本が影響力を持てない。外交力
そのものになってくるのではないかと思います
が、バレーボールは一時、黄金時代があったと
思いますが、ルールの改正、ラリーポイント制
を持ち込まれて、勝てないのではないかという
気がしています。ラグビーの「総体重制」、初
めて聞いたんですが、「ほんまなの？」と思い
ます、そんな話あったのかな、と。実際、やれ
るかどうかわかりませんが、ルールの改正は試
みないといけないところですね。日本が積極的
にアプローチしてもいいところかもしれないで
す。ラグビーの面白いところは、ペナルティが
あった時、そこにいろんな選択ができる。ライ
ンアウトのノットストレートがあった時、スク
ラムなのかラインアウトかを選択できるという
ルールがあります。他の競技ではないような特
殊なルールです。それをチームリーダーが自分
たちに有利な、ラインアウトが取れそうならラ
インアウトを選択して、スクラムが強いと思っ
たらスクラムを取れるというルールの解釈を、
もう少し拡大するという、あらゆる場面でも選
択があったら、もしかすると日本にとって有利
になるかもしれない。これは検証してみないと
わからない。そういうものをこれから作ってい
かないといけない。強化と、一方ではルールを
視野に入れながら、日本がもし、イングランド
に勝つのなら、このシナリオをつくった時、ど
ういうルールになったら勝てるのか、ラインア
ウトをなくしたら勝てるかもしれない、そうい
うシナリオの中でルールを考えてみるという考
え方もあるのではなかろうか、と。強化という
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のは非常に大きな枠組みで考えないといけな
い。我々は「もっと鍛えないといかん」という
狭い範囲で考えてしまいがちですが、もっと大
きく考えたら、ボールの形が丸くなったら日本
にとって有利かどうか。たとえば、ですよ。こ
ういう考え方も、一方ではあるんです。狭い考
えで考えていくと勝ち目はないんですね。シナ
リオから考えていくという、勝つシナリオを考
えた中で、そこで必要なものを、どう変化でき
るかというやり方が必要ではないかという気が
します。副会長の和田さんも来ておられますが、
一度そんなことも検討に入れて考えていくべき
ではないかというふうに思っているわけです。
強化を考えるなら広く考えないといけないとい
うことです。
　二つ目の「ラグビーのグローバル化」。これ
もサラッと森さんが触れられましたが、これは
重要なテーマだと思っていまして、日本にはこ
れがチャンスになるのではないかと思います。
アジアには世界の人口の約60％いるわけです。
ほとんど不毛なんです、ラグビーは。競技人口
は少ない。ずば抜けて日本が多い。日本の競技
人口は13万人、１位ではなく５位なんですが。
ただ、ずば抜けてアジアの中では多い。IRBは、
この60％の人口をどう取り込もうかということ
を戦略的に考えないといけない。そこで日本の
存在価値は高いわけです。これを売りにしてい
かないといけない。2015年のワールドカップの
時には、これをどう売りにできるか。さらに、
その中でリーダーシップをどう獲得できるかが
大変重要なテーマになってきているのではない
かと思います。多分、このままラグビーが世界
の競技としてやっていっても、今の人口分布
の中ではあまり影響力は持てないと思います。
2012年のオリンピックの競技には外れたわけで
す。次のオリンピックはどうかわからないです
が、この状況が変わらないと変化はないと思い
ます。アジアにおける競技人口の拡大・普及は
重要なテーマになっているのではないかと思い
ます。その中での日本の位置づけは大変重要な
ものではないかという気がいたします。
　これがワールドカップの次の招致においても
重要なことではないかと思います。４つ上げて
います。「外交」、「日本代表チームの強化」、「普
及」、「マーケティング」。この４つについては
前回のワールドカップの招致の時もいろんな意

味で試みたんですが、力不足の感があった感じ
がしますので、もう少し見直し、さらに具体的
な策を講じられるような展開があと数年で必要
になってくると思います。それがうまくいけば
可能性は高いのではないかと思っていまして、
2015年に立候補する国もちらほら聞こえてくる
のが現状で、イングランドが立候補するのでは
ないかということもあって、そうした時にはど
うするのだ、と。私は「2011年、共同開催可能
性はあるのではないか」と思っている数少ない
人間の一人です。僕ら、そっちの方が一番得で
はないかと思っています、実は。ニュージーラ
ンドも問題を一杯抱えています。大会やるとな
れば百数十万人の人たちが見に来ないとペイで
きない。人口が250万人、300万人未満だと思い
ます。そうすると多分不可能なんです。開会か
らお客を見込まないといけない。そのためのホ
テルも絶対不十分なんです。グラウンドのキャ
パシティは３万５千人～４万人と最低義務づけ
られていますが、これもいくつか不十分なこと
があって、問題も大変多いわけでございます。

「一部、日本がやってくれないか」と、直前に
依頼が来たらうれしいなと思っていまして、少
し前に言ってもらわないと困るんですが、日本
のプールだけやってくれというなら、おいしい
かな、と。お客になりますよね。その分に関し
ては、日本でうまく消化できるのではないか。

「決勝トーナメントは、ええやないか」と思っ
ていまして（笑い）。たとえ日本が出たとしても、
ニュージーランドでやるとしても、ええやない
かというくらいの思いきりがないと、この話は
呑めないんですね。「ちょっと期待している方
がいいのかな」というのを実際のところ、感じ
ているところです。そんなことを言うと、「情
けないことを言うな」という声も時々聞きます
が、こういうのは現実的に物事を考えないとい
けないと思っていまして、「そんな考えもあり
かな」と思っています。あまり当てにしてはい
けないので、他力本願ですから。向こうが、そ
う言ってくれたらやろうかという話ですから、
こっちから言える話ではないわけでして、それ
をうまくどこかで狙いながらも15年を目指すと
いうのが、今の現実路線ではなかろうかという
ような気がいたします。
　2011年でも15年でもいいのですが、日本に
ワールドカップをぜひとも開催したいと思いま
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す。今のラグビーの人気は相対的に低迷してい
るという話がありますが、ワールドカップ開催
は、人気を回復する大きなポイントになるので
はなかろうかと思います。何とかそうなるべく、
全力を尽くしてまいりたいと思います。
　最近のラグビーの人気に関して、皆さん方ど
ういうふうに見ておられるか。大学ラグビーは
人気があるんです。特に今年、早明戦が超満員
なりました。早慶戦も超満員になりました。両
方の成績がよかったということもありました
が、僕は違った見方をしていまして、実はその
前まで早明戦も毎年何千人単位で減っていた。
早慶戦の客も、そういう傾向にあった。しかし
今年はお客が増えた。その前から言っていたん
ですが、最近は情報社会です。ラグビーの質が
どこのチームも均質化し始めた。特徴がないん
ですよ。昔は「同志社のラグビーはこんなラグ
ビーだ」、と。まとまりのない、自由で勝手に
やりよる。相手は守りにくいんです。これがゲー
ムとして微妙なバランスをとる。早稲田は当時、
揺さぶるという、もともとフォワードは大きく
ないからバックスの力を使って得点しようとい
う考え方。明治は逆ですよね。大型フォワード
を使って、余っていてもフォワードで行くみた
いなところがあって、これはこれで醍醐味だっ
たんです。こういう特徴だったのが、最近、変
に賢くなりまして、「こんなラグビーをしたら
効率的に点を取れる」という方向に行ってしま
いまして、同じようなスタイルになってきたと
いうのがここ何年かの傾向だったんです。とこ
ろが今年は明治は何を思ったか、フォワードに
こだわるという、ちょっと前のスタイルに戻っ
たんです。慶応も松永という監督になって伝統
的な、えげつない練習をやっているわけですよ。
ちょっと昔に戻って個性が出たんです。これが
実は対決する時の面白みになっているんです。
こういうものが大学ラグビーには必要なのかな
と、最近、そんな見方もしています。ゲームの
高度な質を見るより、持ち味を見にきておられ
る方が多いのかなという感じがいたします。
　同志社にもぜひともそういうものを復活して
もらいたいなと希望しています。勝つ、負ける、
勝った方がいいんですけどね、見ていて「同志
社だ」という、どんなジャージーを着てても、
同志社だとわかる。今はジャージーが変わった
ら、どこのチームかわからないです、というよ

うな感じを皆さんも持っておられるのではない
かという気がしますので、そういうラグビーを
ぜひとも展開していただきたいなと思います。
　ワールドカップと関係ない話になりましたけ
ど、今日来られている方は同志社のファンが多
いと思いますので、そういうものを、一ファン
として期待したいと思います。

〈横山〉ありがとうございました。平尾さんに
は他力本願じゃなくて、2011年に向けて、平尾
さんに内緒でお話が来るように、また外交して
いただければと思います。よろしくお願いいた
します。それでは林さん、お願いいたします。

キーノートレクチャー２「ラグビーワール
ドカップとは？」

〈林〉皆さん、こんにちは。「ラグビーワールド
カップとは？」という題をいただいていますが、
ラグビーの歴史の話なんか案外面白いのではな
いかと思います。イギリスに行きまして、パブ
で飲んでいる時、オールドラガーと話をしまし
た。「ラグビーのルーツって、なんなの？」と
言うと、「それは1823年、ラグビー校でフット
ボールの試合中、ウィリアム・A・エリス少年
が興奮のあまりボールを持って走り出したん
だ。これがラグビーの起源だ」。こういう話を
聞かされるんですね、どこへ行っても。碑があ
るんですが、昔、今日の３人でそこで写真を撮っ
たこともあるんですね。この逸話は大好きなん
ですが、イギリスに行ってオックスフォードを
中退で帰ってきたんですが、向こうで勉強して
いた時、若干、ラグビーのことを調べたんです
ね。どうやら事実は、そうじゃないようなんで
す。
　中世の頃、ヨーロッパでフォークボールとい
う、ボールを使って町中を挙げたお祭で、２つ
に分かれて町の端から端までボールを運びあい
をしていたような祭が、フットボールの原型な
んですね。ところが非常に危険だった。怪我人
が続出するということで何回も弾圧を受ける。
産業革命が起こって廃れていくわけです。この
フットボールはパブリックスクールという教育
の場で継承されていった。19世紀に入りまして
当時、支配階級は家で自分の子弟を教育してい
た。エリート教育を打ち出したパブリックス
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クールに子どもを行かせる。当時は、学校の中
で強い上級生が学校を仕切っていく、統治して
いくという制度があった。その中で生活させる
ことが男らしさ、自分たちの作ったルールの中
で生活していく独立性を身につけるのに有効で
はないかと考えられたわけです。それで皆、パ
ブリックスクールに行かせたかった。
　そこでフットボールが大きな要素となりまし
て、映画の「ハリーポッター」を見ていただく
と寮対抗でスポーツの試合をやる。スポーツで
リーダーが仕切っていくようなスタイルで教育
させよう、と。男らしい、荒々しいものも必要
だけど、それだけではだめだ。階層主義社会、
排他主義社会、イギリスは今でもスノビッシュ
なところがあって階層社会なんですが、エリー
トの意識を持った、男らしく、荒々しく、自立
していて、しかも紳士的でなければならないと
いうものを志向してフットボールができていっ
たわけです。
　当時は交通の便もない中でパブリックスクー
ル独自のフットボールが発達していくわけで
す。大概のグラウンドは硬い。石畳のグラウン
ドとかボールも持てないフットボール、昔のラ
グビーはハッキングというのがあったんです。
脛をバンバン蹴って蹴られて折れたというの
が、もともとラグビー校でやっていたラグビー
のルールでして、こういうものができないフッ
トボールがやられていた学校もあった。ところ
がラグビー校ではふさふさした芝生が生えてい
まして、ここでボールを持ってハンドリングし
ていいよ。蹴ってもいいというルールのフット
ボールが行われていたわけです。
　ウィリアム・A・エリスが走ったのではなく、
フットボールが寮対抗でやられていた。これは
人数も実は平等ではなかったんですね。100人
対80人とか、押しくらまんじゅうしていたわけ
です。１時間かかった速攻とかね。それくらい
点が入らなかったのか、もともとそういうス
ポーツだったようです。紳士を教育する中で
フットボールが行われていたということです。
　1840年代になるとフットボールがオックスブ
リッジに行ってプレーされるようになっていっ
たわけです。ところがルールが違う。いろんな
議論が重ねられて、どういうフットボールをし
たらいいか。この頃になるとクラブができてき
て、フットボールもプレーされるようになる。

交通の便が発達していく。対抗戦が始まる。メ
ディアができる。どんどん発信されて皆が知る
ようになって広まっていく。そんな中で1863年、
ケンブリッジでルールを決めよう、と。ハン
ドリングができない、ハッキングのないフット
ボールのルールが採択されてフットボール協会
ができたわけです。これが今のアソシエーショ
ン・フットボール、サッカーの元になるわけで
す。これとルールの違う、ラグビー校でやって
いた連中は、それでは面白くないということ
で、これには入らず脱退した。70年、80年の間
にアソシエーション・フットボールが広まって
いった。その後を追ってラグビーは1871年にラ
グビーボール・ユニオンを作ったわけです。こ
の当時からオリックスブリッジの試合が始まり
まして、ただそこでハッキングは拒否反応が多
かったので、このルールを外してハンドリング
ゲームが作られたわけです。オックスブリッジ
というのは、この対抗戦、当時、一番レベルの
高いラグビーの試合だったわけです、世界中で。
一番最初にオックスブリッジのラグビーの試合
は20対20だったそうです。そういう中でラグ
ビーができていった、と。
　ラグビークラブができていく。ロンドン近
郊に上流階級が中心になったクラブができて
いく。イングランド北部でもだんだん労働時間
が短くなっていく。金銭的な余裕ができてきた
ワーカークラスがラグビーを始めていく。対抗
戦が始まる。何とかカップという優勝を決める
ような試合が人気を博してきた。ロンドン近郊
の方が強かったんですが、だんだん10年くらい
たつと北部のワーカークラスに勝てなくなる。
地域で応援していこうという雰囲気になってい
く。いい試合をするためには試合をする時には
仕事ができない。それをどうやって保障するか。
ブロークン・ペイメント、休業保障のお金を渡
していく。こういう流れになっていく。一つは
商業化を防ぐために、ロンドン近郊の連中は負
けると面白くない。そこでアマチュアリズム
の観念を持ち出して弾圧しにかかるわけです。
1893年、アマチュアリズムのルールが法制化さ
れる。「試合に参加するために物質的な利益を
得ることは許されるべきではない」ということ
がルールに入ったわけです。ブロークン・ペイ
メントを渡していた北部の連中は袖の下でやり
あいをした。さらにそれを弾圧しにかかって
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いった。実はラグビーは２つに割れまして、北
部の22チームがラグビーユニオンを脱退してラ
グビーリーグを作った。13人制のプロを認めた
リーグがあるんです。これが世界に２つ、広がっ
ていったというのが歴史なんです。
　日本に入ってきたのはラグビーユニオンでし
た。ラグビーユニオンは世界に発信していく時、
すでにアマチュアリズムの観念を強くもってい
た。ジェントルマンネス、紳士的であること。
フェアプレー、英国紳士たるために作られて
いったラグビーが世界に広まっていたという要
素を強く持って入ってきたわけです。日本では
最初、慶応で行われた。R.B.クラークというケ
ンブリッジから来た教師が昔、ケンブリッジに
留学していた田中銀之助を誘って、今のスポー
ツのない時にラグビーをやらせた。これが歴史
であり、三高に始まって、同志社大学に1911年
始まって、今でも残っている伝統が同慶戦なん
ですね。
　ラグビーはそういう要素を強く持っていて、
日本でも対抗戦が、もともとのスタイルなんで
す。オックスブリッジは今でも対抗戦しかない
んですね。対抗戦グループとリーグ戦グループ
と、２つに分かれている歴史があります。やり
たい時にやりたいところでやっていたらいい
じゃないかというラグビーが、日本一とか世界
一を決めていこうという流れができてきて、推
測ですが、ラグビーユニオン自体はトップを決
める時には若干否定的ではなかったのかな、と。
南半球のニュージーランド、オーストラリアが、
そちらに積極的であったのではないかな、と。
第１回ワールドカップがニュージーランドで行
われた。共催国オーストラリア。87年ですね。
皆で行ったんですけど、その時、私はたまたま
キャプテンをさせてもらったんです。
　世界一になろうと思ったら強化をしないとい
けない。アマチュアリズムでやっていては世界
一は取れないんですよ。強化していこう。その
ためにどうするか。袖の下でお金を渡すわけで
すね。しかし認められてなかった。昔はブー
ツマネーをもらったとね。スパイク履いた時、
ウェールズの有名な選手がスパイクを履いて。
それで「飲み代」としてちょっとしたお金をも
らったのが問題になったという時代もありまし
た。それはやってはいけなくなって、袖の下で
やるのを認めようやということで、1995年、プ

ロ化が認められた。これがラグビーユニオン
とラグビーリーグが分かれた1895年から100年
たった時です。世界がプロ化して変わっていく
わけですよ。日本のアマチュアリズムは独特で
企業スポーツという、世界にはない形です。神
戸製鋼でも出張扱いで出してくれる。そうなら
ないところもありましたが、企業におんぶに
だっこされながら発展してきた。それがオープ
ン化してきてプロになると「やるスポーツ」か
ら「見るスポーツ」になっていく。どうやった
ら面白いか。ルールが変わっていきます。かと
思うと疲れた選手が怪我をしたふりをして交代
する。昔は、交代は０だったんです。我々がやっ
ている時は２人まで代われる、怪我してだめだ
という時は。これが交代を認めようやというこ
とで、ラグビーは15人でやるスポーツから22人
でやるスポーツになったんです。もともとキャ
プテンが仕切っていたスポーツから、監督が、
どこでどういうふうに選手を代えていくかとい
うスポーツに変わっていったわけです。その流
れの中でトップリーグもあるというのが現状で
す。
　そんな歴史の中で、僕はここにいる２人とと
もにラグビーをやってきた。岡先生が監督をさ
れていて、それに憧れて紅白の縞のジャージ、
桜のマークがついたジャージに憧れて、徳島の
田舎の頃からラグビー雑誌を見て「あのジャー
ジを着たいな」と思っていたんですよ。私にとっ
ては紅白の縞のジャージ、桜のマークがついた
ジャージは最高のジャージなんですよ。私は命
かけて。強化の問題はいろいろ言われるけど、
最後は国の代表たる誇り、責任感、これ以上の
ものはないぞ、と。オックスフォードでやって
いました。体力の違いを感じるんですよ。当時
は日本では一番デカかった。負けなかった。強
かった。ロックという一番デカい奴がやるポジ
ションをやっていました。でもイングランドに
行った時、２mなんです。２m10cmなんです、
同じポジションの奴が。私にその役割は望まれ
ていない。フロックに代わって何とかポジショ
ンを取りました。差はあるんです、歴然として。
ここをどう埋めていくか。それをずっと日本の
ラグビーはやってきたんですね。
　それはわかっているんです。精神的になるか
もしれませんが、私はそうではない。誇りを持っ
た思いがプラスαの力を生む。強化はやらない
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といけない。でも最後は、一番大事なのはそこ
ではないか。フランスの監督が途中で代わりま
した。アホかと、なめるなよ、と。ノーサイド
の笛が鳴った時に、皆がね、バタッと倒れる、
そんな試合をしろ、と。皆見にきてくれると思
うんですよ。私はそう思います。
　私は「ラグビー寺子屋」を震災の時、立ち上
げまして神戸でスタートしました。子どもたち
にラグビーの基本を教えるのと、ラグビーの話
をしていきたいな、泥のついたままボールを目
の前に置いてあげた時、子どもたちがどんなこ
とを感じてくれるかなと思ってやってきたわけ
ですが、これを全国でやりたいなとNPOにしま
した。NPO「ヒーローズ」という名前です。各
地に行きたいなと思っています。泥のついた
ままの体験を聞いてほしいんですね。それで

「エッ」と思ってくれたらいいし、どう感じて
くれるか、私のテーマは「感性教育」、「スポー
ツ教育」ということなんです。
　今、「乾いた時代」というキーワードがある
と思います。何か、乾いているね。水気が少な
いんじゃないか、世の中。水気が少なくなると、
お絞りもカラカラになって軽いんですね。生活
の中の水気が少ないから軽いよ。生活が軽い、
生きていることが軽い、命が軽い。だから自殺
したり、人を殺したりする。湿り気がない。湿
り気はどこから生まれるの。それは汗でしょ。
涙でしょう。ラグビーやって泣きますよ。同志
社でスクラム組んだし、岡先生に「こら、お前
ら、そんな走り方するなら、ずっと走っとけ」、
と。忘れもしません。大学１年の合宿の初日で
すわ。もう、インターバル終わらないんですよ。
這うようにしてね、宿舎の階段登って、それが
私の心を一杯一杯揺さぶってくれました。そこ
から沸き上がってきたんですよ。そんな体験、
すごく大事やな。今、乾いてるやない。そうい
う湿り気を伝えていきたいな、とNPOができま
した。遅々たる歩みです。でもね、年間10回やっ
たら、100人ずつ来たら1,000人に伝えることが
できる。10年やったらワールドカップまで９年
ですわ。ラグビー人口10万人くらいやから１割
かなと思ったけど、13万人ということで、ちょっ
と足りませんでしたね、７％。13年続けたら１
割です。これを伝えていったら何かよくなって
いくのではないか。こういう活動をぜひやって
いきたいな、と。大八木さんの発案で「H2O」（林、

平尾、大八木のイニシアルを冠にしたラグビー
を中心とする社会貢献を目指す活動体）ができ
まして、またそんな話もあろうかと思いますけ
ど。
　調子に乗って話をさせていただきましたが、
NPO、お金がありません。どうやって回そうか
なと考えながら、３月20日、設立したのでパー
ティをやろう、と、大阪リーガロイヤルホテル
で。宣伝ですけど。ぜひ、よろしかったら皆さん、
来ていただきたいと思います。ほんとラグビー
が好きで、一生かかわっていきたいなと思って
います。

〈横山〉前半は大学院のシンポジウムらしく、
アカデミックにまとめていただきまして、後半
は、思いに溢れた「林ワールド」を語っていた
だきました。ありがとうございました。それで
は大八木さん、よろしくお願いいたします。

キーノートレクチャー３「ラグビーワール
ドカップに波及効果はあるのか？」

〈大八木〉こんにちは。いやあ、やりにくいシ
ンポジウムですわ。横山先生、真山先生、新川
先生を中心にしまして企画・立案・運営とい
うことで、「大八木やってみろ」と言われまし
た。１年ほど前ですわ。いろいろ考えたわけで
す。この３人もね、夏くらいかな、３回くらい
チーム合わせしたんです。「平尾はスマートに
やってや、アカデミックに。林さん、残り３分
のあの熱い話を15分間やってくださいよ。僕が
サラッとまとめて、後は先生で、ええ話」、と。
いやあ、林さん、とられましたわ、話を（笑い）。
　私も本年は幸い同志社大学大学院総合政策科
学研究科修士２年目でして、修論を書かないと
あかんことになっていまして、章立てをやって
いまして難しい状況で、仕事もタイトやったん
です。３人、こういう感じになるかなと思って
いましたので「メジャーな基調講演、森さんし
かないで」、と。直接、電話しました。平尾大
先輩にも相談しました。「来てくれるはずない
で」（笑い）。「政治家はドタキャンしよるで」。
こう、不安なことばかり。彼とラグビー、長い
ことやってるんですよ、高校、大学、社会人、
日本代表。いつも不安は僕にやらされて。ラグ
ビーは分業なんですが、「しゃあないな」と思っ
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て電話しました。軽いんですよ、秘書の方も。「あ
あ、わかってます、大八木さん、任しといて」（笑
い）。延べ58回電話しました（笑い）。11月４日、
ラグビー創立80周年のパーティが東京でござい
まして、直接、森会長にも話しておかないかん
なと３回電話しました。「頼みますよ」、「わかっ
てる、わかってる」。あの調子です。「そやけどな、
石川の方に行かないかんし」、「頼みますよ」。で、
このシンポのことは80年パーティでも言うては
りました、盛り上がったんですけど。
　今日来て「これだけは森さん、森元首相、言
わんといてや」と私、言いました。協会創立80

周年の時、森さんのお話がありました。オース
トラリア15、政府高官が決めた15人です。日本
代表とゲームしたんです。61対19やったんです。
冒頭ですわ、パーティで森さんが、まあね、会
長ですからお話されます。どう言うか。「61対
19、日本のラグビーが強いか弱いか、私には評
価できません」。前で聞いていました。800人く
らいいました。キャップ保持者もいました。「そ
らそうや。森さんにそんなこと評価してもらわ
んでええわ」。皆、そう言いました。早稲田で
何日ラグビーをやらはったか知りません（笑
い）。わかりません。同志社に来てはったら辞
められていなかったと思います。「しかしなが
ら、このゲームは有意義やった。まずスコアを
見てください。61対19、足しましょう」と言わ
れたんです（笑い）。「足したら80です。よくやっ
てくれました。皆さん」（笑い）。80周年記念に
花を添えてくれました。そらね、林さんの熱い
話やないですけど、僕らキャップ保持者ですわ。

「何を言うとんねん」（笑い）。グワーッとうる
さくなってきましてですね、誰ももう聞かへん。
もうビールも飲んでました。オーストラリアサ
イドは失笑でした（笑い）。その後、文部科学
大臣副大臣の遠藤さんが出はりました。誰も聞
いてはりませんでした（笑い）。ハイヤー降り
はった時、「その話だけは、言わんといてや。
森さん、頼みますよ」、と。今日は熱い話をし
ていただきました。ホッとしているんです。
　掴みはこれくらいにして（笑い）。掴みの長
い大八木なんですが。私のテーマは、ワールド
カップにどんだけ世の中に波及効果があるの
か。アカデミックであり、修士２年目なら、そ
れくらいしゃべるやろうという横山先生のプ
レッシャーもございまして、しばらくお付き合

いしていただきたいと思います。先だってテレ
ビのロケでフィリピンに行きました。戦中日本
人がフィリピンで開拓する。現地の女性と結婚
して子どもができます。第２次世界大戦が終
わったら敗戦国でございますから強制送還させ
られるわけです。長男は日本につれて帰ったん
です。女の子はフィリピンに残す。徳光さんの
番組です。年末にやります。その兄妹を再会
させるという感動ロマン長編スペシャルです。
行ったんですよ。４日間やったんです。嫌やっ
たんです。だって狂犬病が大騒ぎの時です（笑
い）。ダバオというところで２時間ほど飛行機
で、そこから車で４時間。野良犬だらけ（笑い）。
ようやく妹を見つけたわけです。二間ほどのと
ころで３世帯住んでいる。17人。１ヵ月の食費
8,000円。すごいところです。向こうは最大のお
もてなしです。水をどこかから汲んでくる。「大
八木さん、どうぞ」。飲まへんわけにいきません、
飲みました。そんな中で私、感じました。長男
さんが行かれたフィリピンの学校を回ったり、
向こうでいう町のホールに行ったんです。気が
ついたんです。「なんでこんなところにあるの
やろ？」というものがありました。１個はビリ
ヤードの台、プールですわ。屋根なんかバナナ
の皮で張ってあるところですよ。そこにポーン
とおいて皆、裸でやっている。もう一つは、バ
スケットのリング。これはありとあらゆる山奥
の谷の川の横にでもあるんです。通訳の方に「バ
スケットボール、フィリピンに人気なん」「い
や違います。」サッカーはプロがあるみたいで
す。「違うんです」、「なんでや」言うと、「バスケッ
トやったら裸足でもユニフォームなしでもリン
グ２つつくってボール１つさえあったら何人で
もできる。１人でもシュートの練習でできる」、
と。「あ、これか」と思ったんですよ。
　私は修論を書きながらいろんなことを研究調
査していますと、「スポーツの原点てなんやろ
な」という話になってきました。ラテン語で「デ
ポラターレ」、意味はなんやねん。「移動」とか

「離れる」とか「余暇」とか「遊び」とか。フィ
リピンの山の奥合いで、大変な生活なんですが、
彼らにとってはバスケットボール、スポーツと
いうのは何か。「今やっている生活よりも非日
常生活を味わいたいためにスポーツという位置
づけでやっているな」ということを、１つ発見
したわけです。
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　2002年、FIFA、日韓ワールドカップサッカー
がございました。兵庫県淡路島でもあのベッカ
ムが来ました。ニュースを見たり、ベッカムが
去った後、ウェスティンホテルに泊まったホ
テルも見させていただきました。そらね、あの
時の効果、すごいですよ。何がすごい。地域の
人にあのサッカー 11人、自分の着ていたユニ
フォーム、ストッキングとか全部子どもにや
る、バーッと。当然、イングランドファンにな
り、ベッカムファンになります。それくらい子
どもに夢を与えるというのがスポーツでござい
ます。
　2011年、ワールドカップ招致が失敗に終わり
まして、平尾理事の、よしんば共同運営になら
ないかなという発言、平尾さんもしはるんです
が（笑い）、2015年、胸張って単独でやりたい
なというのが本音でございます。スポーツ、ラ
グビーが子どもたちに与える夢、情とか、林さ
んっぽくなりますが、目に見えない利益、価値
が多々あると思います。1995年１月17日、午前
５時46分でした。神戸製鋼が７連覇した２日後
でした。阪神・淡路大震災がありました。僕と
平尾、彼は東灘区で、僕は六甲アイランドでし
た。家に帰っていました。林さんは東京で飲ん
ではりました、知りませんが（笑い）。信じら
れんくらいの大地震でございました。普通、神
戸でこんなんやったら東京やったら沈没してい
るのと違うか。大阪湾、津波なんちゃうか。大
変でした。そんな大震災を経験して、２ヵ月
後、当時、神戸製鋼の関連会社の広告宣伝業務
を担当しているハウスエージェンシーにいまし
た。平尾もラグビー部でございまして、「僕ら
７連覇したけど、被災者に何ができるやろ」と
いう話をしました。３月頃から「子どもたちに
勇気、夢、与えにいこうや」。神戸製鋼も「そ
んなためにお金使うなら、ええやないか」。始
まりました。ラグビーやって、子どもにラグビー
をやらせるのは大変や。ボール遊びでええやん
か。体育館借りてね、ボール遊びした後ですよ、
雑煮食うたり、餅つきしたり。ワーッと鬼ごっ
こしたんです。笑いながら子どもたちが走って
いた。担任の先生が来ました「大八木さん、あ
の子ね、この間の震災で妹とお母ちゃん、下敷
きになって死んだんですよ」。そらね、まあ、
6,000人ほど亡くなられた人がおられます。メ
ディアが来て、NPOもボランティアも立ち上が

りましたが、ほんまにどうしようもない人たち
に向かって、僕らが「頑張ってや、復興してや」、
そんな言葉、聞く耳は持たへんと思うんですよ。
とにかく今の日常、非日常に経験させるような
仕組みやったと、今から思うたら。遊びに夢中
になっている子は、一瞬だけでも、忘れたら
あかんことですが、そのことに夢中になってい
て、１つ結果論としては何か気を紛らわす１つ
になっていたんと違うか。ということはスポー
ツは、非日常＋遊びというのが大きなテーマで
あったのではないかと思うわけです。
　熱い話もしないとあかんのですが、両方やる
のは難しいです。ラグビーも平尾理事、林大先
輩、森会長、熱い話をしてくれはりました。１
つ私もこういう話があるので、ということでご
ざいます。ノーサイド、なんやろ、と調べまし
た。大きな意味がありました。ノーサイド、ピー
と笛を吹かれて、天理と大分舞鶴の全国大会の
試合で感動して「ノーサイド」という曲をユー
ミンがつくりました、20年前です。ピーと笛を
吹いた。勝った方、負けた方と分かれるんです。
勝ち負けが決められても終わったら１つの輪や
ないかという教えでした。いろいろ調べます
と「マイサイド」、「ユアサイド」です。１人称、
２人称です。こっちは「もうあなたのすべてを
受け入れるで」、向こうも「あなたのことをす
べて受け入れるで」。
　岡先生が、ノーサイドの笛を聞いて、このよ
うな話をしてくれたような気がします。勝った
方のグラウンド、ベンチ、ピッチに集まってき
て勝った方の指導者、先生、監督が、こう言い
ました。「お前らな、勝ってもグラウンドであ
んまり喜ぶな」と言われました。「なんでやね
ん。勝ったら、ワーッ言うたらええやん」、「あ
かん」。パッと指さすんです。負けた方ですわ。
ノーサイドの笛を聞いて負けた方です。そこは
まあ、大学でも一緒です。最後のシーズンの最
後の学年でしたらそれで終わりです。ラグビー、
こんな巨漢が、ですよ、観客席に一杯いるのに、
跪いてオーンと泣きよるわけです。声嗄らして。
お父さん、お母さん、見に来ていますよ、後輩
も来てますよ。そんな恥ずかしいことない。負
けたことの悔しさに皆、泣いてるんです。勝っ
た方の指導者、監督。岡先生、言いますよ。「見
てみろ、あいつら、この試合を迎えるまでモチ
ベーションや、我々以上に血流して、汗流して
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涙流してたんちゃうか。そやのに、たまたま今
日のゲームの発表の場で我々より２つか３つミ
スが多かったんちゃうか。考え直したらおかげ
さんで勝てたんちゃうか。言うならば戦友やな
いか。そんな奴らが人前であんだけ泣いている
のに、お前らヤッターって喜ぶ、そんな人間やっ
たら、あかんやろ。そんな男やったら、あかん
やろ。」確かに一言、プツンと来ました。
　じゃ、負けた方の指導者、監督の先生はどう
いうか。ウォーンと泣いているわけですよ。そ
れをね、一人ひとりに「いつまでも泣くな」、と。
それが悲しいんです。一人ひとりに勝った方の
ベンチ指さして「あいつらな、喜んどらへんけ
ど、心の中で大喜びしとる」。また大泣きですわ、
悔しさで。最上級生に「次のステージ、社会人
に行っても、この負けの悔しさを糧にして次に
生かせよ」。また大泣きです。下級生には「来
年１年後はあのチーム、あいつらが試合を挑ん
できよったら仇打てよ」。皆、大泣き。いつま
でたっても泣きやまへん連中を見て、負けた方
の指導者、監督は、こう言います。「しかしな、
人生勝ち負けや。負けは認めないとあかんやな
いか。いつまでも泣いてんで、お前ら勝った奴
に握手求めて『次のゲーム、僕らの分も頑張っ
てくれ、今日はええゲームでした』と頭下げて
こい」と言います。皆、泣きながらですよ、ルー
ルないんです。地下のロッカーに負けた方が花
道を作るんですよ。「ありがとうございました」。
これもルールはないです。次勝った方が、また
花道作って、負けた奴を受け入れてやるんです
わ。
　秩父宮ラグビー場という最高のラグビースタ
ジアムがあります。テストマッチもします。トッ
プリーグのいい試合もします。１回、見学に行っ
てください。ロッカールーム、６～７個着替え
るところがあるんですよ。ノーサイドの笛を聞
いて試合から上がってきます。涙の跡、汗、血
を流すシャワールーム、６個のロッカールーム
の中には１つも存在しないんです。なんやねん。
奥にある１つだけ浴室があって、デカイ浴槽が
あるわけですよ。そこに勝った奴、負けた奴、
負けた奴、勝った奴がワーッとここまで湯に漬
かって、柱にシャワーが出てるんです。そこで
真っ裸で洗いながら、なぜか負けた奴が桶にボ
ディシャンプーと、コンディショナーを持って
きて、先に勝った奴に「使うてくれ」、と。そ

んな意識がございます。
　そんなことを大事にしてるラグビー選手の
ノーサイドでして、今の世の中、パチッとテレ
ビをつけてください。どんなけ、青少年、子ど
もたちが事件を起こしたり、事件に巻き込まれ
たりしているか。それを評価する大人たちのモ
ラルが、とんでもなく下がってるわけです。今
どきようやく出てきました。文部科学省の教育
再生ナンチャラもそうですけど、いろんなとこ
ろが言いだしています。「エンパワーメント」
が流行りだしています。なんやねん。「エンパ
シーを持とうや」。なんやねん。「イントロダク
ション・プロフィクション」です。「自分の思
い、心、どう行動するか。相手にどう伝えるか。
またまた相手の心の中をどう自分で受け入れる
か」です。森元総理も最後は熱い話でした。青
少年教育に足らんもんは、読み書きソロバンも
大切です。でもダイレクトに教わったスポーツ、
野球もサッカーもラグビーも陸上もバレーボー
ルもバスケットも、ダイレクトに体で体験した
中でルールを知る。「人間たるもの」というこ
とを教えられると必ず、子どもたちはインプッ
トできると思うわけです。
　修士論文ですね（笑い）。「トップアスリート
によるスポーツクラブの構築」がメインタイト
ルで、サブタイトルが「青少年育成を視座に」
ということで、１月12日と提出が迫っておりま
す（笑い）。何とか皆さん、パワーを僕に送っ
ていただき、無事書き上げることを期待してい
ただきまして、次の機会のシンポジウムにその
結果の話ができるように頑張っていきたいと思
います。どうか、スポーツを文化的装置、スポー
ツ政策学をようやくあらゆる大学が言うてま
す。これを僕ら体感してきた人間がちょっとで
も勉強して、セオリー、アカデミックを身につ
けて次の後輩たちにどう継承するか、つなげる
かというのも１つのテーマです。後ほどクロス
トークもありますが、最後までおつきあいいた
だいて、その前に真山先生の締めがありますの
で（笑い）。担当教授にバトンをつなぎます。

〈横山〉ありがとうございました。これだけ何
でもネタにできて聞かせる話術があるんで、論
文も、まず大丈夫だろうと思っております。そ
れでは大変やりにくいかと思いますが、真山先
生、最後にまとめていただきたいと思います。
よろしくお願いいたします。
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キーノートレクチャー４「地域社会形成に
スポーツは有効なのか？」

〈真山〉森さんの話から始まりまして、今日の
シンポジウム、このままですと日本ラグビー協
会の主催のようになってしまいますので（笑
い）、同志社大学総合政策科学研究科主催です
ので、１人くらいは関係者が出ないと恰好がつ
かないということで。
　私はどういう役割なのか。まとめと言われた
んですが、今日のテーマには「ラグビーワール
ドカップ招致を考える」の後に「国際スポーツ
イベントと地域振興」がかすかについています
が、今までそういう話が出ていなかったので、
そのことも含めて話をさせていただきたいと思
います。私の役目として大学院ではこんなこと
をやるのではないかというイメージを持ってい
ただくために、スポーツと地域の関係を考えた
時、スポーツはどういうものかということを、
５つくらいのポイントで整理したいと思いま
す。
　１つは「スポーツを使って地域の経済振興、
地域の活性化を図ろう」という考え方がありま
す。合併して上田市になっていますが、長野県
真田町、菅平があります。福島県にはJビレッ
ジができています。近畿ですと堺市が大阪ガス
から土地を借りてサッカーコートを15面つくる
らしいです、35億円投資して。そういうことを
やってでもスポーツを活性化すると、地域にも
経済効果があるということです。このあたりは
ワールドカップのような国際スポーツイベント
を誘致することも当然、経済効果を狙っている
こともあります。
　２番目には「スポーツを地域社会での人間関
係、一体感を高めていくために活用しよう」と
いう動きです。この中には子どもの関係で、青
少年健全育成も含めてですが、そういう時にス
ポーツが有効ではないかと言われているわけで
す。文部科学省を中心に推進されています「総
合型地域スポーツクラブ」も、ある意味でそう
いう目的があるでしょうし、今日、シンポジス
トに来られている皆さんは、地域とのかかわり、
子どもたちとのかかわりを一生懸命活動の中で
展開されている方ばかりです。この面はスポー

ツにとって重要なんだろうと思います。
　３番目。スポーツは「健康増進」であるとか、
最近、メタボリックシンドロームと言われてい
ますが、「生活習慣病、介護予防でスポーツを
活用していこう」という動きがあります。
　４番目には今日のテーマとの関係で言えば

「スポーツを通じて国際化、国際交流を図って
いこう」ということがあります。この点で特に
有名になりましたのが、合併した大分県中津江
村ワールドカップの時のサッカーのカメルーン
の関係です。こういうスポーツを使って地域を
変えていこう、活力を高めていこうという動き
がいろいろあるわけですが、それともう１つ「ス
ポーツそのものへの関心を高めるためにスポー
ツを使う」ということもあるわけです。４つの
スポーツの機能が、ある意味で前提になるわけ
で、いくらスポーツを使って地域を活性化しよ
うとしても、世間の皆さんがスポーツに関心が
なかったら空振りに終わってしまうわけですの
で、スポーツそのものを通じてスポーツに対す
る関心を高めていくことが必要になってきま
す。たとえばプロスポーツでもアマチュアでも
相当レベルの高い種目やスポーツを地域の中に
呼び込んでいくことによってスポーツに関心を
持ってもらうことがあると思います。またワー
ルドカップというのは、最高峰と言ってもいい
レベルですので、こういうものを身近に感ずる
ことによってスポーツに興味を持ってもらう。
関心を持ってもらうことがあるのだろうと思い
ます。
　今、挙げました５つのことは、それぞれが独
立しているわけではなく相互に関係がありま
す。経済効果を狙うと同時に地域活性化をやる。
そう考えてみますとスポーツはいいことばかり
のようになるんですが、基調講演の中にありま
したようにいろいろと難しい面もあるわけで
す。それはどういうところがあるか。課題につ
いて４点ほど整理してみたいと思います。
　１つはスポーツを活用して何かやろうという
場合、国レベルで言えばワールドカップとかに
なると国家保障だ、と。地域レベルでも一定の
コストがかかります。お金だけではなく人的な
コストもかかります。これはスポーツのために
出してもいいという合意が果たしてどの程度ま
で得られるかという問題があります。とりわけ
地域は非常にお金がなくて困っています。財政
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状況は厳しいということがありまして、自治体
レベルで100円単位の節約をやって涙ぐましい
努力をしているわけですが、たとえ10万、100

万円でもなかなか出せない。出したい気持ちが
あっても出せない。それを出すためには、政治
的というより、多くの人の地域住民、国民の支
援、支持がないと難しい。これをクリアしてい
かないといけないのですが、どうしてもスポー
ツに関心のある人、スポーツ関係者の中では合
意ができるんです。一般の人にそれがどこまで
合意できるかが難しい。これがある意味、最大
の課題なのかもしれません。
　２番目はスポーツの種類や大会の程度・規模
にもよりますが、冬のオリンピックなどをやり
ますと、そのためのハードの整備に付随して環
境破壊が起こるじゃないか。ごみが増える。混
雑する。場合によっては治安が悪化する。そう
いう地域社会に対するマイナスの影響がないわ
けではありません。これをどの程度まで解消で
きるか。いろんな工夫で減らすことはできるけ
ど、０には多分できないと思います。限りなく
０に近づけるためにはどうすればいいのか。こ
ういうことを考えないといけない。対策、アイ
ディアを、この観点から出しあえるような体制
が作れるかどうか。
　３番目に挙げたいのは、特に国際大会をやる
時に大都市だけではなくキャンプとか地方都市
や小さな町、村もかかわってくる。そこでの地
域の人たちのホスピタリティ、もてなしの心、
思いやりの心がどの程度まで確保できるか。こ
の点ではサッカーのワールドカップの時と、か
なりいい事例があって、若干、楽観的に考える
ことができるかもしれませんが、スポーツとは
直接関係ないのですが、観光振興の時に問題に
なります。自然景観、伝統的な神社仏閣がある
ということで観光振興をするんですが、観光に
従事している関係者はお客さんがたくさん来て
くれることはうれしいことです。金儲けにもな
りますが、そこに住んでいる人にとっては迷惑
な話だということがよくあります。せっかくい
い景色があっても観光に行くと周りの人が冷た
いとか、何しに来たという目で見られると、次
から行きたくなくなってしまう。地元住民のホ
スピタリティを高めないと観光振興はうまくい
かないと言われています。スポーツイベントを
やる時も同じことがあるだろうと思います。盛

り上がっているところは盛り上がっていても、
一歩そこを離れると地域住民が冷たい視線を送
るということでは、折角やったものが地域に根
づかない。一過性のものに終わってしまうので
はないかと思います。スポーツそのものに対し
て関心を高める、興味を持ってもらうことが、
どれだけ成功するかにかかってくるのかなと思
います。
　４番目。特にワールドカップのような、あ
る意味イベント性の高いものに当てはまるこ
とですが、一過性のものに終わらせない体制が
組めるかどうか。体制を組むのはスポーツ、ス
ポーツにかかわる競技団体等であると思いま
す。ワールドカップを招致することによってラ
グビー自体の競技力、レベルをアップしていく
ことにつないでいこう。これは単にワールド
カップを開催したというだけの事実ではなく、
それを通じて後々までラグビーのレベルアップ
を図っていく。これはスポーツ側の継続性、あ
とへつないでいくという努力です。もう１つは
地域社会がそれを一過性に終わらせないかどう
か。この点で言いますと、どうしても一時的に
は盛り上がります。サッカーのワールドカップ
の時もそうでした。しかしそれが終わってし
まった後、国際交流はどれくらい続いているか。
今、修士論文を書いている方で、このテーマを
扱っている方がおられます。国際的なワールド
カップのようなものが、果たしてどれくらい地
域で根づいて、効果としてどうつながっていく
か。研究対象になるくらい大きな課題だろうと
思います。そういうことができていないと、折
角の大きな取り組みも効果はせいぜい１、２ヵ
月となってしまいかねません。
　そいういう課題を１つずつ解決するという緻
密なプラン、戦略を練りつつ、ワールドカップ
というものを展開していく。ワールドカップを
日本に持ってくるだけでもエネルギーが必要で
す。国際的な取り組み、戦略が必要になりま
すので、今のような話は国内で緻密に細かくや
らないといけないことだろうと思います。これ
をラグビー協会が全部やるというのは不可能だ
ろうと思います。地域のスポーツにかかわって
いる人たちがどれだけ協力できるか。スポーツ
に対する関心、興味をどれだけ根づかせていけ
るか。地道な取り組み、努力がうまく合体した
時に、ワールドカップが単に日本で開かれたと
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いうだけではなく、それを契機にラグビーやス
ポーツが日本の中で文化として定着していくこ
とにつながるのだろうと思います。
　今日、登壇されている皆さんは、単にラグビー
の振興だけではなくスポーツ文化、スポーツを
通じて地域や住民とのつながりを築き上げてい
こうということをされています。ここにお集ま
りの皆さんもスポーツに関心が高い方ばかりだ
と思いますので、ぜひそういうことをいろんな
お立場で考えて行動していただければ、スポー
ツ振興にもなり、地域振興にもなる。それが日
本のスポーツの力を高めていくことにもなるの
ではないかと思っております。そんなことで熱
い話の後で、私はクールダウンしましたので、
これで頭を冷やしていただいたので、もう一度
クロストークで熱くなっていただければと思い
ます。

〈横山〉ありがとうございました。先生にはお
役目を果たしていただきまして、やっと本日の
テーマに戻していただきました。
　森先生から宿題をいただいたのは「国家保
障」の問題、「企業サポート」の関係。この２
つだと思います。今日はずいぶんはっきりおっ
しゃっていただいたんですが、現役首相の時に
言っていただければ、このシンポジウムも必要
なかったのかなと思うんですけど、それが、な
ぜ日本にできないのかという問題だと思いま
す。
　お３人がお話しされたように、スポーツには
夢、希望、思い、ノーサイド、情的な価値、つ
まりお金にならない部分、非利用価値の部分が
ある。しかしそれを支えるのはお金ですので、
形式的な価値、知識価値とのバランスがポイン
トになると思うんです。日本にあまりスポーツ
が根づいていなくて、税金をそこに入れていく
のに反対の人たちがいて、合意に達しないとい
うことだと思います。今日のテーマであるワー
ルドカップの成功もそうですが、スポーツイベ
ントがたくさん日本に来るのですが、真山先生
のご指摘にもあったように、一過性で、競技に
よってメディアの取り上げ方が違うので、バス
ケットボールなどは寂しかったと思います。新
聞である程度取り上げていましたが、あまり関
心を呼ばなくて、あまりご存じないという方も
おられます。一面ではバレーのようにお聞きす
ると日本戦だけ特別扱いをしまして、セットご

との休憩時間を長くしたり、優秀選手を日本か
ら選んだり、お手盛りとも言えるようなメディ
アの演出によって盛り上げようとしている。そ
ういうことでなかなか根づかない部分があるの
ではないかというところだと思います。
　日本はスポーツを企業が支えている。きれい
ごとではなく支える仕組みがないと振興できな
い。今日、森さんにもおっしゃっていただいた
んですが、その肝心の企業がスポーツを支えな
くなっている。200とか300とか核になるような
企業スポーツがなくなった。なくなったからと
いって一般の社会の人からはクレームがつかな
い。逆に株価も上がるという、皮肉にも。そう
いうスポーツの状況もあるかと思います。思い
は大事ですが、それを具体化する時に一つひと
つどうして問題を潰していくかということで、
大学院のシンポジウムらしい着陸点を作りたい
と思いますので、そのへんからお話していただ
ければ幸いです。
　１つは「国家による保障」、一面、「スポーツ
は私的で自由なものだから国による主導はよく
ない」と学者は言うんですが、現実問題、それ
では難しいところがあります。スポーツイベン
トをする時、「またハコものなのか」というこ
とは付きまとう問題だと思います。そのへんは
どうでしょうか。国とか地方行政はどのように
スポーツを思っているか。真山先生に研究者の
お立場からご指摘していただきました。課題も
いただいたんですが、現実に取り組まれる中で、
そのあたりのことについて。

〈平尾〉森さんがおっしゃっていた国家保障の
問題は、ラグビーだけでなく、すべてのスポー
ツにかかわる問題だと思います。スポーツにど
れだけの価値があるか。価値の見方だと思いま
す。それはさまざまでしょうが、スポーツの価
値について真山先生からも５つの指摘がありま
した。僕は「スポーツの教育的価値」が高いと
思います。今、教育的な問題が大きく取り沙汰
されることを考える中でも特に教育的価値が高
いのではないか。スポーツの教育的価値は突き
詰めると一つだなと思っていまして、「できな
かったことができるようになる」ということを
体験することだと思います。単純なんですが、
自分の経験でもあります。できなかったことが
できるようになった時の喜び、ある種の自己実
現なんですね。これが非常に大きな影響を持つ
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と思います。簡単に言うと、「やったらなんで
もできるようになる」ことを実感することだと
思います。シラケないです。やれば何とかなる
ということを体験する力はものすごく大きいと
思います。スポーツをされていた方は少なから
ず感じておられたのではないかと思います。忍
耐とか根性かと、あまり好きではないので言わ
ないんですが、こんなものは自然とそういう中
から出てくるものなんです、押しつけるもので
はなく。実は本当に達成したかったら少々のこ
とは我慢してやるものなんです。こういうもの
を本当に体験しているかどうかが大事なことで
あるので、そういうのをうまく体験させること
が、実は非常に価値があるということではない
かと思います。僕自身は「スポーツに教育的価
値がある」と思っています。

〈林〉国家保障、企業保障とか、制度には全く
疎いところがありまして、生活や社会のために
制度ができていくというのが本当だと思いま
す。制度ができてしまうと、また制度のために
制度ができるというジレンマを感じるところも
ありまして。平尾君が「教育的価値」と言って
くれたんですけど、自分もそこなんです。教育
的価値。ラグビーを辞めて何をしていこうな、
と。神戸製鋼を辞めて、１年くらい悶々と考え
まして。グラウンドの中で一杯感動させても
らったな。沸き上がる瞬間があったな。沸き上
がる瞬間というのはね、作れない、飾れない、
話は作りも、飾りもできる。これは真実じゃねぇ
ぞ。でも作りも、飾りもできないものはなんだ。
沸き上がる瞬間、とめどもなく涙が溢れてどう
しようもない瞬間、そこに真実があるな。そう
いうものを心一杯揺さぶってくれて、それが私
の感性、沸き上がる湿り気、これを固めずにい
てくれたなと思うんですよ。そういう教育的価
値を私は感じていまして、今、ヒューマンクリ
エイトという教育会社に出向して、「感性教育」、

「スポーツ教育」をテーマにNPOで活動してい
きたいなと思うわけですけど。今まで人生40何
年生きていて１テーマの言葉として最近出てき
たのが、「沸き上がる」という言葉なんです。
ラグビーやらせてもらったのも、ひょっとした
ら沸き上がる体験をするためかな、と。そして
教育をやっているのも沸き上がる体験を伝えて
いくためかなと、言葉として自分の中で１テー
マになってきたような気がしています。

　乾いた世の中、時代に対して沸き上がるもの
が必要だ。沸いてこない。心の揺さぶりがない
とね、感情硬化症、感情が揺さぶられていない
と固まっていくんですね。涙とか笑いとか、揺
さぶられるわけですよ。これが揺さぶられず、
固まっていったら感情硬化症になって、オウム
真理教事件の時に言われたことですが、固まっ
ていたら人の悲しみ、苦しみ、涙は揺さぶりで
すから、固まったら入ってこない。感じられな
い、人の悲しみも。人を刺しても平気で、何も
感じないことにつながっているのではないか、
と。沸く体験をしないといけないなと思います。

〈横山〉教育的価値ということで、内容の問題
ですね。それは、皆、共有できるかと思います
が、それが制度となった時には、なかなか保障
がない、サポートがないということだと思いま
す。大八木さんには「内容と制度」の問題とい
うことでいかがでしょうか。

〈大八木〉平尾君が言いました教育の一環の中、
それと国の施策がどう一致するか。国の利益と
いうことがあるわけですが、各スポーツ団体、
プロ野球もJリーグも体協もスポーツを振興し
ていくためにいろんなことにお金を作ったり、
やっておられます。しかしなぜうまくいかない
かということは、競技をやっていたトップアス
リートたちが、平尾君、林さんが言うたように、
直接、子どもと対話して、汗かいて、指導でき
るかというシステムがまだ構築されていないか
らです。そのへんをトップアスリートの選手た
ちが政治や企業や地方自治や、学校やメディア
に利用される「乗り」ではなく、トップアスリー
トが逆にそれを利用して子どもたちの自己実現
のために活動する。マズローの生理・安全・社
会・自尊・自己実現というのがあります。子ど
もたちも、大人もそうですが、人間としてのコ
ミュニケーションがとれないのは生理・安全の
ところをきちんと教えていない、と。文部科学
省、先生方に多々感じます。そこをしっかり人
間のコミュニケーションをとらせる役割をやれ
ば、国家も平和になるし、治安の安定と違うか
な、と。そこに国の予算を落としこむことは無
駄な話ではないんで、ワールドカップは、その
一つのコアとして発展していったらいいかなと
思うわけなんですが。真山先生、まとめてくだ
さい（笑い）。

〈横山〉大八木さんが司会も兼ねているようで
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すが（笑い）。真山先生、スポーツ振興がコス
トだと思われている、と、スポーツ仲間ではそ
れをストックにしようということですが。今の
教育的効果から言えば、教育は100年の計と言
われるように即効性のある効果は出なくて、当
たりまえだ、と。行政も関係部署の方は大変な
努力をされていると思いますが、他の関係との
横断的な取り組みは難しくて縦割りになってい
ますので、内部での調整も相当苦労されている
と聞いています。その部分と「コストではなく
ストック」に持っていくことを合意形成するた
めに、スポーツ団体はどういう働きかけをして
いけばいいか。この２点をお伺いしたいんです
が。

〈真山〉今、３人の方がおっしゃったようにス
ポーツの教育的価値、意義、効果、これは多く
の人がそれなりに認めているだろうと思いま
す。それに対していくらお金を出すかという話
になると急に水気がなくなりましてドライな話
になるんですね。１つは今まで競技団体にして
もスポーツ関係者にしても、国の行政との関係
で言うと文部科学省というところが、たまたま
体育も含めてやっていましたので、そことのつ
ながりが強いんですね。それは基本でいいんで
すが、もう少し横断的なつながり、つきあいを
広げていかないと、予算の獲得とかお金の配分
ということでは文部科学省の系列だけでは限界
があるのだろうと思います。文部科学省だけで
は、学校教育の部分はともかくとして、スポー
ツについての予算を取る力はそんなにないんで
すね。いろんなところから味方、応援団を作ら
ないといけないのかなという気がします。
　これは研究者の課題かもしれません。先日、
日本体育・スポーツ政策学会がありまして、そ
こで話をさせていただきました。研究の立場か
らスポーツをいろんな角度で研究しています
が、たとえば経済学者が真正面からスポーツを
取り上げて研究することはそんなにないです
ね。教育的価値を含めていろんな価値について、
概念とかスポーツ関係者の熱い語りはわかるん
ですけど、実際、お金を出すとなると、「それ
でいくらの経済効果があるか、金銭的に置き換
えたらどうなるか」という話になった時、それ
に答える材料があまり準備されていない。これ
は、経済学、研究者がスポーツについてもっと
目を向けて研究を蓄積していかないといけない

のだろうと思います。同じことは経済学だけで
なく、政治学、法律学とかいろんな分野でスポー
ツをテーマにした研究を蓄積していって、ス
ポーツをアカデミックの世界の中で位置づけて
いく。そうすると、予算を取ったりする時でも
単に意見とか考えだけでなく、ちゃんとした根
拠になるデータを示しながら論議していける。
思い、熱さと、データに基づく論理の２つがか
み合うと非常に強くなるのではないかという気
がします。

〈横山〉「思いを論理に」ということで、大八木
さんたちもそれについてはいつも言われている
ことだと思います。それをもって「政策的提言」
まで伸ばしていかないと難しいというお話だと
思います。それでは、折角ですからフロアーの
皆さんから、ご意見、ご感想をいただきたいと
思います。

（質疑応答）
〈質問〉真山先生がおっしゃられた経済学研究
科を出た経営学者のはしくれです。経営学者で
スポーツをやっているものはなかなかおらんも
のですから、アカデミックの世界でスポーツを
とらえ、位置づけていくことは大事だろうと考
えて活動しております。その中から１つ思って
いることがありまして。神戸製鋼という企業が
スポーツクラブを持っている。これは世界的に
も珍しい日本の企業スポーツという形だと思い
ます。森会長の２つの宿題「スポーツを支える
企業とのかかわり方」として、日本の企業スポー
ツの形は独特だと思いますが、いい面と悪い面
があるのだろう、と。何らかの理由で企業スポー
ツが衰退していっているという現状があると思
います。いい面、悪い面を、中におられる方は
どのようにとらえておられて、ラグビーワール
ドカップの招致を考えた時、それはどういうふ
うに生かせるのかということを、３人の方に伺
いたいと思います。

〈横山〉企業スポーツのメリット、デメリット
ということですね。端的にお答えいただければ
と思います。

〈大八木〉急速にラグビーもプロ選手容認になっ
てきましたので、我々が日本一になった1988年
の時代からすると、企業と選手の間に関係は変
化してきていると思います。ワールドカップの
招致の怖さは、サッカーを例に上げますと、ワー
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ルドカップが日本で行われますとトップ14がど
んどんプロ化に拍車がかかってくるわけです。
そうなると、全国高校大会で有能な選手、各
チームがJのように地域に貢献したプロ化活動
になっていくと、サッカー協会が抱えているよ
うな１つの課題、大学に行かず、高校生がユー
スに出る。大学の体育会系のスポーツに価値が
なくなってくる時代が来るのではないか。ラグ
ビーもそういうことで、新しい大学はスポーツ
さえ強くなれば広告塔になるということで、新
設校はラグビーの選手を育てる。そこの学生は
ラグビーをやりにきたんだからという発想でい
る。ラグビーの人気の面では大学ラグビーは１
つのテーマなんですが、プロ化に簡単に移行し
てしまうと、今度はトップの14チームが今の対
応で丁度バランスがとれているところでござい
まして、いたずらにワールドカップが来た、トッ
プがプロ化になった、これでしゃんしゃんとは
ならない課題が山積みになります。僕らアマ
チュア主義を厳守した者の次の課題としてある
と思います。
　企業スポーツのメリットは、僕ら３人はなん
やかんや言うても神戸製鋼の社員でおりまし
て、大学院にも行かせてもらっているような個
人的なメリットがございます。それは企業に
とってあらゆるリーダーになるもの、広告塔に
なるもの、何かの目に見えない価値を求めて、
そこから会社も存続があるのじゃないかなとい
うところです。ラグビーのアマチュアがプロ化
になると、それに企業がどう対応していくかは
１つの課題だと思うわけです。

〈横山〉企業のスポーツそのもののメリット、
デメリットはどうかという質問ですね。

〈林〉日本の中で企業がスポーツの発展を担っ
てきたという歴史だと思うんですよ、１つと
は。オープンクラブができたんだけど、１つは
教育の中にスポーツを取り込んでいったのと、
あとは企業が抱えてトップレベルのスポーツを
維持してきたという社会的な背景があると思い
ます。企業が力を入れてくれたので競技のレベ
ルが上がっていったという歴史があって、そこ
にいるから安心してスポーツもできたという、
グラウンドを使ったり、夜、夜間照明とか、ず
いぶん見てもらっていたわけです、神戸製鋼の
ラグビーでも。１つ大きく変わったのは「プロ
化、オープン化」で契約選手がいる現状は、ず

いぶん昔と違うなと思いますが、プロ化の問題
点も出てくるかと思います。そういういい面、
お互いに企業にとってもメリットがあった、一
体感の醸成とか宣伝効果とか。神戸製鋼にはラ
グビーが合っていたのかな。野球のプロチーム
を持とうとは思わないと思います、経営判断に
かかってくる部分から。そんな中でラグビー
をやってきたという。プレーする側からする
とオープン化によって選択肢が広くなったとい
う、いい部分はあると思います。我々の頃は選
択肢がなかった。ラグビーをやりたいと思うと
仕事を選ばないといけなかった。ラグビーをや
る思いが強くて、それで仕事も決まる。ある種、
企業の意思に左右されてしまう。企業の中の意
思に同じことを目指して、お互いに日本一にな
りたいと思って協力してやってきたんですが、
縛られてしまうとこもあるというものが企業ス
ポーツだったのではないかという気がします。

〈平尾〉端的に言うならば、メリットは終身雇
用で、辞めてからの仕事の心配をしなくていい
ということに尽きるのではないかと思います。
安定的な生計と計画が立てられる。デメリット
は国内の大会ではそんなにないのですが、グ
ローバリゼーションでグローバルな世界になっ
てきた時には強化がおぼつかない。外国とやっ
た時には、もう少し徹底的な強化が必要になっ
てくるといういことではないかと思います。ラ
グビーにおいては、以前、プロ化という話は出
なかったんですが、ワールドカップという言葉
が出てきまして国外と戦わないといけない時に
差がある。ここを埋めないといけないというこ
とでそういう問題が発生してきたのではないか
と思います。

〈横山〉終身雇用をバックにし高度化を担って
きた部分が崩れてきた、と。サッカー等で問題
になっています「セカンドキャリア」、やめた
時にどうするか。セカンドキャリアと言います
が、実はファーストキャリアが問題で、ファー
ストキャリアをどうしようかといいう話になっ
てくる。そこが高度化を目指してプロ化をしよ
うという、ワールドカップを誘致しようという
時の、悩ましい問題かなと思います。

〈質問〉日本マスター陸上競技連盟です。ラグ
ビーの教育的効果ということですが、ラグビー
の生涯スポーツに果たす役割とかありましたら
教えていただきたいのですが。スポーツ文化を
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根づかせようとすると、子どもたちの教育も大
切ですが、中高年者の生涯スポーツにも目を向
けていかないと文化とか同意がえられないので
はないかと思いますが、その点について。

〈横山〉一生ラグビーができるかという話です
が。

〈大八木〉ラグビー協会の普及育成委員をしば
らくやっていました。その中で提案したのはタ
グラグビー。腰にマジックテープでタグを両サ
イドにつけまして、ラグビーのボールを使って
６、７人の形式で、ラグビーのスピリッツを持っ
てやるのですが、ぶつかることをしないラグ
ビーをします。男女問わず、年齢を問わず、で
きるんですね。幼稚園３つ集めて「お父さんを
連れてきて」とラグビーの体験をさせたんです。
本来、５号級の大人が持つラグビーボールと、
年中、年長同士で本来のラグビーをさせる。そ
の世代同士だと怪我は起こらないことがわかり
ました。「またやりたい」、と。その時に来た親
たちにタググビーをやらせて、何度も楕円球を
持った感覚を身につけてもらう。その後に必ず
やるのはタックルダミー。スポンジでボンとぶ
つかる練習をする。これも不思議に小学校低学
年以下は、当たり方を教える前にどんどん当た
りにいって、なおかつ、お母さん、お父さん方
もタックルダミーにあたる。ラグビーの楕円球
をもとにしていろんなニュースポーツとか、ラ
グビーの練習１つを持って体験できることで、
年齢を問わず、男女を問わず、幅広い生涯スポー
ツになるのではないかと思います。

〈平尾〉生涯スポーツをもっと柔軟に考えるべ
きではないかと思います。やることだけがス
ポーツにかかわるということではないと思いま
す。見ることもかかわり方、支えることもかか
わり方です。70歳になってラグビーをしようと
は到底思わない。ただ試合を見にいきたいと思
う。適当な運動量は年齢、個人差があって、駅
から降りて階段を登って上から見るのが適当な
運動量で、ゲームを見て感動してワクワクして
帰る。これは一番の適当な運動量だと思います。
ラグビーをすることが生涯スポーツということ
ではないような気がします。もっと幅広く、ス
ポーツを大枠でとらえた中で、生涯スポーツの
考え方は重要になってくるのではないかと思い
ます。

〈林〉ラグビーはグラウンドの中でやる80分だ

けでなく、その前後、前の日の緊張感、スパイ
クを磨いて紐を換えて、だんだん盛り上げて
いってグラウンドで戦って、その後また、アフ
ターファンクションがあったりする。全部、一
式のものだろうととらえています。１回ラグ
ビーやったら離れられない。遊びに年２回くら
いやるんですが、仲間が集まったらまた楽しい
しね。飲む方が主力ですが、これがラグビーだ
という部分は年とってもできるし、つながりを
持っていける。
　ノーサイドの話で、ニュージーランドに行っ
た時、あるオールドラガーの家に全日本チーム
が招待されました。お昼を振る舞ってくれたん
です。その人が曰く、「長い間、ラグビーをプレー
してきた。勝ったり負けたりしたこともあった。
でも長い年月たって勝ち負けはすべて忘れてし
まったよ。俺が覚えているのは一緒にラグビー
をしたということだけだよ。最後はラグビーが
勝ったんだ。だから俺はお前たちを招待して御
馳走するんだよ」。これがノーサイドかなとい
う感じがします。

〈質問〉同志社ラグビーファンクラブ事務局で
す。１つはラグビーワールドカップ招致以前に
ラグビーの競技人口の減少、子どもが減少して
いる。ラグビー自体が世界的に偏ったスポーツ
でもある。日本国内でも同じことが言える。強
いところは関東、関西、九州北部に偏っている。
京都でもそれを支えていたのがラグビースクー
ルだ、と。ラグビースクールを終わって中学校
に行くんですが、京都の中学ではいくつかの学
校では合同チームしか作れない状況になってい
ます。子どものスポーツがそれまでの野球とか
限られたものからサッカーが入ったり、選択肢
が増えたことがあります。サッカーのJリーグ
が地域でスクールをする。企業から切り離した
フランチャイズ制をとった。その結果、スクー
ルが増えて、少子化の子どもの奪い合いの中で、
サッカーが全国的にはアドバンテージを持って
いる。その意味ではラグビーは手段が遅れてい
るのではないか。日本では企業がバランスを
とっていると思いますが、トップリーグも企業
が支えている限り、地域にはいけない。関東、
関西の大都市に偏らざるをえない。企業が背景
にあった場合、地域の人間には入りにくいもの
があるんです。神戸製鋼は大震災以降、地域と
結びついた運動をされています。特にシックス
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というクラブを持っておられるので、地域との
かかわり、少年スポーツとのかかわりについて
シックスの経験を踏まえて、「地域総合型スポー
ツクラブ」ということで文部科学省が大学に役
割を期待しているわけですが、早稲田が早稲田
クラブを作っています。企業が4,000万円くらい、
アディダスから寄付をもらって、総予算が8,000

万円くらいということですが。
〈横山〉スポーツの地域戦略について。スポー
ツが地域に向けてどういう戦略を展開している
か。

〈平尾〉シックスの話ですが、お金はあちらこ
ちらから集めていますが、たいした運営はでき
ていません。企業の支援もないところではでき
ないということで、間口を広くするということ
で、神戸製鋼の名前を使わず、施設は神戸製鋼
を使ってもらって、指導者も神戸製鋼から来て
もらってやっています。地域の神戸だけではな
く京都からも来てくれたりしています。財政的
には難しい問題がありまして、運営していくと
なると会員だけのお金ではまず運営できないと
思います。そこには支援者を募っていかないと
難しいわけです。募るためには企業なら企業の
メリットもないといけない。今、集めているの
はメリットも求めてない方ばかりなので珍しい
ケースだと思います。企業の宣伝が必要だった
りするケースがあるんですけど、あまり企業に
こだわらず、支援してくれる方々を受け入れな
がら、やる側にとって効果の上がるもの、やる
側にとって楽しみになっていくものを作ってい
く必要があると思います。今まで企業に偏りす
ぎていたということは無きにしも非ずというこ
とで、そこはうまくこれから地域とコンセンサ
スをとりながら、いい形を作っていくべきかな
と思います。

〈大八木〉データ的には日本にはラグビー人口
は133,000人ほどいるんです。ニュージーランド
も同じくらい。人口比率から言うと日本の方が
低いわけです。もう１つ注目したいのはクラブ
数です。日本は4,000ちょっと。ニュージーラン
ドは600チーム。そして同じ人数がいる。どう
やねん、と。ニュージーランドはクライスチャー
チの１つのクラブにトップA、B、アンダー 11

がいて、シニア、子どもたちという展開をして
います。日本のカウントする単位はラグビース
クールもある、中学もある。高校、大学、社会

人、クラブチームありという単位の数え方をす
るならば、同じラグビーの大切さを知っている
利害関係者、ステークホルダーがそれとうまく
リンクしていけば、公立中学に社会人の選手が
教えにいくとか、うまくリンクさせていくこと
が１つの課題ではないかと思うわけです。欧米
のようにクラブソサエティーと教育と、会社の
福利厚生で進んできた日本の歴史観の違いが、
スポーツの振興をある面では妨げているのかな
と思うわけです。

〈林〉できる範囲のことをやろうかというのが
僕のスタンスで。今度は大学生を集めようかと
電話をするんですよ。学生と話をする。「こん
なことをやりたいけど、どうやろ」と何チーム
か集まってやるわけです。そうやってつながり
が増えていく。大学生だと終わった後、一杯い
こうか、と。大八木淳史のタグラグビーとか。
ボールを持ったことがない子どもに安全なやり
方でラグビーを始める、身体を動かす。やって
みたら最初はいやいややっていても、身体を動
かしたり、一緒にやることは楽しいと思うんで
す。今まで離れていた個と個が一緒にやる中で、
そこでやっていくことによって「お前も入った
ら？」という社会性ができてくるのではないか。
お祭もそういう要素がある。広がってやって考
えていけば、どうかなと思います。

〈横山〉直接的な関係を、いかに結んでいくか。
真山先生に文部科学省の「総合型地域スポーツ
クラブ」など、スポーツの地域振興計画との関
連でご説明していただけますか。

〈真山〉「総合型地域スポーツクラブ」という発
想が出てきたのは、文部科学省としても学校だ
けの枠で考えていたのでは、ある程度物事がじ
り貧状態になってしまうので、学校教育から広
げて、昔からの社会教育とは違った切り口で
考えた時、「地域」と「スポーツ」を合体させ
ることによって、１つの新しい展開があるのだ
という取り組みだと思います。それはそれでい
いんですけど、ものを動かすにはお金の問題が
出てきて文部科学省の補助金ということで、お
金の流れが縦割り的になってしまう。末端の地
域でいろんな取り組みをしていても、お金とい
うところで文部科学省のつながりになってしま
う。お金が切れた時、身動きがとれなくるとい
うことが起こりがちなので、地域はもっとした
たかにならないとけないでしょうし、スポー
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ツをやっている人も、したたかにアイディアを
出して横の広がりを考えていく必要があるのか
な、と。そういう時に企業も含めて、NPOとか
がやっているような個人単位の寄付も含めて可
能性を探らないといけないのかなと思います。

〈横山〉地域振興という国の政策ですが、文部
科学省がやっているスポーツ振興基本計画の

「総合型地域スポーツクラブ」も、今年、５年
目の見直しの時期を迎えています。興味があれ
ばホームページに紹介されています。モデル事
業となって助成金がついている時は大変成功し
たんですが、助成金を引き上げられた時、どう
なるかということは大変な問題で、成功してい
る事例は数少ないということです。文部科学省
も全国的に中学校区に１つ、作ろうとやってい
たんですが、今、「体力」ということが前に出
てきました。子どもの体力づくりを振興計画の
基本にしようということですが。そういう政策
も、ご指摘のあったように、お金の問題でうま
くいかないというところが実情ではないかと思
います。
　それでは質問はこれまでとさせていただきま
して、皆さんからまとめを簡単にしていただき
まして、終了としたいと思います。真山先生か
らお願いします。

〈真山〉今日のシンポジウム、ラグビーのまさ
にトップアスリートという人たちからお話をし
ていただきました。大学院でスポーツを１つの
アカデミックな研究対象として研究していこう
という努力をしておりますが、実際にスポーツ
をやっていた人、現にやっている人、スポーツ
にかかわっている人、そういう人たちと情報交
換しながらでないと研究は成り立たないわけで
す。平尾さん、大八木さんは大学院に来て自ら
も研究にかかわっていただいたわけですが、こ
ういう交流をどんどん進めていくことによっ
て、スポーツに対する熱い思いと、アカデミッ
クな研究対象として緻密に検討・検証した結
果をうまく結びつけていくと、日本のスポー
ツ、スポーツ文化が発展するのかな、と。今日
は、その１つのきっかけになればと思っており
ます。そういう意味では成功なのではないかと
思っています。

〈大八木〉今日、聴講していただいた方は同志
社の大ファンの方だと思うわけです。まとめは
真山先生からきっちりしていただきましたの

で、同志社大学ラグビー部に対する思いでまと
めにしたいと思います。立命館に１コマ授業に
行きましたら守衛に止められたんです。そろそ
ろ僕ら３人、「H2O」も顔と名前を忘れられて
おります（笑い）。本音でございます。行って
驚きました。立命館すごいグラウンドですよ、
芝生の。すごいところにあって、監督、コーチ
がウェン・シェルドーと申しまして、我々の時
代のオールブラックスのキャプテンで世界一に
なった奴が指導しています。それでも勝てませ
ん。なんやろ。伝統とか、思いとか、ファンの
熱い心があることを、今の現役選手がどう感じ
るかということをまとめとしまして、我がH2O

も応援したいと思いますので、皆さんも同志社
大学ラグビー部をよろしくお願い申し上げま
す。バトンを熱き林先輩に回します。きっと京
田辺に届いていると思いますので、気持ちは。

〈林〉大八木さんの話を聞いて、いらんことを
思い出しましたね。この間、寮まで技術指導委
員会に行きまして、帰りに試合をやっていると
いうので久しぶりに後輩を覗いていこうと思い
ましたら門で止められましてね。「車を入れる
な。外に駐車場があるから外においてこい」、と。
後で約束もあって、後ろ髪引かれる思いで帰っ
たんですよ、時間がなくて。

〈大八木〉ちょっと睨みつけたんじゃないです
か（笑い）。

〈林〉これは固いなと、制度もあると思います
が。OBとしては神戸から２時間かかるんです
けど、寂しいなと思って帰ったことを思い出し
ました。それはさておき。こういう場があった
のはラグビーのおかげかな、と。裏腹みたいな
話ですけど。人生の中で一杯出会いがありまし
て、ラグビーのおかげで人に出会って、それで
今、ここに集まることも含めて、大事な、大事
な思い出でね。こういう出会いを大事にしてい
きたいな、と。私自身もやれることを精一杯やっ
ていきたいなと思っています。どうもありがと
うございました。

〈平尾〉同志社に対する応援は大八木さんが言
わはったので。「体力」という話が文部科学省
の方で注目されている、と。「知力と体力は別
のものでない」と思っていまして、一緒なんだ
と思います。陰山英男先生、「百マス計算」の
先生ですが、シンポジウムで「今の子どもたち
は最近、学力が落ちたというけど、どうなんで
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すか？」と聞いたら、「違うんです。知力では
なく体力がない。考えるには体力がいる」と。
この話を聞いて、なるほどと思いました。金出
武夫さんというカナディアン大学のロボット工
学の先生、日本人ですが、「研究者で一番大事
なのは何か？」と質問したら「体力だ」とおっ
しゃったんです。「考えるには体力がいるんだ」、
と。作家の村上春樹さんは聞くところによると、
12時まで仕事して、後、めちゃくちゃ走らはる
んです、毎日。なぜか。「体力がいる」、と。体
力がないと考えられない。これは重要なところ
で、最近、知的レベルが落ちたというけど、違
うんです。体力が落ちたのではないかというの
が重要な問題ではないかと思います。スポーツ
はそこが重要なところでありますので、知力

と体力と別個にして考えていますけど、実はそ
うじゃない。実は一緒になっているんだという
ことを改めて認識していただきたいなと思いま
す。

〈横山〉ありがとうございました。Jリーグの川
口さんがうまいキャッチコピーを作られて、「日
本にスポーツが定着するのには100年かかる」
ということで「100年構想」とおっしゃってい
ます。それだけ長い時間がかかるものだという
ことで、森さんの言葉で言うと、皆さん、一人
ひとり熱い思いがありますので、「もっとスポー
ツに税金を使っていいんだ」という声を上げて
いただければ、我々の思いも伝わるかと思いま
す。本日は長時間、どうもありがとうございま
した。以上で閉会といたします。




